
國

分

寺

創

建

に
於

け

る
道

慈

の
業

績

(昭

和

二
十

一
年

三

月

十

二

日

報

告
)

浪
速
高
等
學
校
敏
授

井

上

薫

序

言

一

入
唐
中

の
活
躍

二

舶
載

の
経
典

(
イ
)

金

光
明
最
勝

王
経
十
巻

(
ロ
)

虚
空
藏
求
聞
持
法

一
巻

(
ハ
)

そ

の
他

の
経

典

三

述
作

の
経
疏

(
イ
)

浴
像
経
開
題

一
巻

(
ロ
)

千

手
千
眼

紹
疏

二
巻

四

佛

敏
興
隆
運
動

(
イ
)

愚
志

一
巻

(
ロ
)

東
方

佛
教
ε

い
ふ
観
念

(
ハ
)

大
安
寺
遣

管
ε
大
安
寺

大
般
若
経
倉

(
二
)

大
極
殿

に
於
け

る
最
勝
王
纏

講
説

五

國

分
寺
創
建

の
献
策

結
語

這
慈

ε
日
本

佛
敏
史

序

目

奈
良
朝
佛
敷
吏
に
於

い
て
道
慈

の
果
し
セ
功
業
、
及
び
彼
の
占

め
た
地
位
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
紀
か
と

い
ふ
問
題
を
國
分
寺

の

創
建
を
中

心
に
考
察
し
た
い
と
思
ふ
。

井
上

道

慈

の

業

績

=
二
五
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お
よ
そ
績

日
本
紀
の
記
載
を
通
覧
す

る
ε
、
信
徒
の
示
寂
傳
記
を
掲
げ
て
ゐ
る
の
は
、
道
照

(文
武
天
皇
四
年
三
月
己
未
條
)
、
道
慈

(天
李

+
六
年
+
月
辛
卯
條
)、
玄
防
(天
卒
+
八
年
六
月
己
亥
條
)
、
行
基

(天
準
勝
寳
元
年
ご
月
丁
酉
條
)
、
鑑
眞

(天
李
寳
字
七
年
五
月
戊
申
條
)
、
道
鏡

(寳
魑
三
年
四
月
丁

巳
條
)
の
⊥
ハ
人

の
み
で
あ

る
。
奈
良
時
代

の
多
く

の
信
徒

の
中

か
ら
僅

か
此
の
⊥ハ
人

に
限

つ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
績

紀
の
編
纂
方
針
が
俗

徒

の
示
寂
傳
記
を
牧
録
す

る
こ
と
に
關

心
が
稀
薄

で
あ
つ
た
爲

に
生
じ
た
も
の
で
は
な

い
。

そ
れ
は
績
紀

が
親
王
及
び
四
位
の
麗
卒

は

必
す
此
れ
を
記
録
し
、
ま
た
公
卿
以
上
の
亮
卒
の
條
に
は
、
其
の
家
系
を
附
記
す

る
と

い
ふ
標
準

を
探
用
し
て
ゐ
る
事
實

に
照
し
て
も

明

か
な
る
如
く
、
此
れ
ら
⊥
ハ
人

の
佛
家

は

然
た
だ
道
鏡
の
み
は
少
々
そ
の
理
由
を
別
に
考
へ
る
べ
き
事
情
が
あ
る
)
、

そ
れ
ぞ
れ
特
異
な
業
績
を

果
し
、
敢
界
に
高

き
地
位
を
占
め
た
活
躍
者

た
る
が
故
に
、
選
ば
れ
て
績
紀

に
示
寂
傳
記
を
記
載
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
而
も
此
れ
ら

六
人

の
佛
家

の
傳
記
が
績
紀
の
中
で
文
章
が
長
く
詳
細

で
あ
る
こ
と
は
、
吾
人

の
注
目
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
⊥
ハ
人
の
傳
記
が
績

紀

に
重
き
を
置

い
て
筆
録
し

て
あ
る
こ
と
が
理
解
出
來

る
。
從

つ
て
吾
人
が
奈
良
朝
佛
寂
史
の
展
開
を
考

へ
る
場
合

に
、
此
の
六
入
の

佛
教
興
隆
運
動

の
業
績
を
中

心
に
考
察
す

る
こ
と
は
、

一
つ
の
方
法
と
し
て
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
Q

　
よ

　

然

る
に
、
從
來

の
奈
良
朝
佛
激
史
の
研
究

で
、
行
基
や
鑑
眞

に
關
す

る
幾
多

の
研
究
勢
作

が
存
し
て
、
そ
の
業
績

の
内
容
及
び
史
的

地
位
が
理
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
e
あ
る
が
、
績
紀

に
同
じ
く
選

ば
れ
て
ゐ

る
道
照
、
道
慈
、
玄
防
、
道
鏡
に
し
て
も
、
矢
張
り
行
基

や
鑑
兵

と
共
に
、
奈
良
朝
佛
敏
史
に
於
け
る

一
流
の
代
表
的
佛
家

で
あ
つ
た
と
考
ふ

べ
き
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
此
れ
ら
の
佛
家

の
業
績
及
び
史

的
地
位

に
就

い
て
も
當
然
そ
の
意
義

を
見
な

ほ
し
來

べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
遣
照
の
業
績
は
、
法
相
及
び
暉

の
傳
來
、
経
論

の

　

舶
載
、
「
周
二
遊
天
下
↓路
傍
穿
レ
井
、
諸
津
濟
庭

、
儲

レ舶
造
レ
橋
」
と
傳

へ
て
あ
る
魅
曾
旙
趾
塘
進
に
認

め
る
こ
と
が
出
來
、

玄
肪

の
業

　

績
は

「
費
二
経
論
五
千
飴
巻
及
諸
佛

像
一來
」
、
「
内
道
場
」
の
設
置
に
あ
り
、
行
基

の
業
績
は
「
周
二
遊
都
鄙

一教
二
化
衆
生
一
、
遣
俗
慕
レ
化
追

從
者
、
動
以
レ
千
数
、
…
…
於
二
諸
要
害
露

一造

レ
橋
築
レ
破
、
聞
見
所
レ
及
成
來
加
レ功
、
不

日
而
成
、
百
姓
至
レ今
蒙
二
其
利

一焉
、」
「
留

止



　

之
庭
皆
建
二道
場
↓
其
畿
内
凡
四
十
九
庭
.
諸
道
亦
往
々
而
在
」
と
傳

へ
ら
れ
る
民
間
布
寂
蓮
動
と
肚
會
事
業
、
及
び
東
大
寺
大
佛
造

　

　
　

立
費
の
渤
進

に
存
し
、
鑑
眞

の
業
績

は
戒
律

の
傳
來
と
経
論
の
舶
載
に
あ
る
と
、
大
禮
か
く

の
如
く
規
定
す

る
こ
と
が
出
來

よ
う
。
然

ら
ば
道
慈

の
業
績

に
は
如
何
な

る
も

の
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
道
慈

の
業
績

に
就

い
て
は
、
既

に
拙
稿

「
日
本
書
紀
佛
敢
傳
來
記
載

考
」
(歴
史
地
理
、
昭
和
+
八
年
二
月
及
び
四
月
號
)
の
中
で
鯛
れ
た
が
、
本
稿
は
國
分
寺
創
建
事
業
に
於
け
る
業
績

を
中

心
に
、
道
慈

の
傳
記
を

ま
と
め
て
見

た
も
の
で
あ
る
o

一

入

唐

中

の

活

躍

　

績
紀
の
記
す

道
慈

の
傳
記
に
よ
れ
ば
、
彼
は
「
大
寳
元
年
随
レ
使
入
唐
」
し
た
と
傳

へ
る
が
、
此
れ
は
綾
紀
の
編
者
が
誤

つ
て
大
寳
元

年
の
遣
唐
使
粟
田
眞
人
の
任
命
年
時
を
以

て
し
た
も
の
で
あ
り
、
道
慈

の
随

つ
た
粟
田
具

人
の
渡
海
年
時
は
、
績
紀

に
よ
れ
ば
大
寳

二

年
六
月
乙
丑

の
こ
と

で
あ
つ
て
、
道
慈

の
入
唐
年
時
も
此

の
時

で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
い
績
紀
の
此

日
の
條
に
、
風
浪
暴
瞼

の

事
を
記
し
て
ゐ
る
。
航
海

の
困
難
に
し

て
船
便

の
少

い
當
時

に
あ
つ
て
は
、
留
學
信

の
入
唐
も
遣
唐
使
の
船
に
同
乗
し
た
も
の
e
あ
つ
　

て
、
そ
の
例

こ
し

て
は
、
白
維
四
年
夏
五
月
、
道
照
を
は
じ

め
、
道
嚴
、
道
通
、
道
光
、
悪
施
等
が
大
使
吉
士
長
丹

の

一
行

に
随
ひ
、

り

霊
鎚

二
年
八
月
、
玄
妨
が
大
使
大
件

山
守

に
随

つ
て
入
唐
し
、
天
李
五
年
四
月
、
榮
叡
、
普
照
が
大
使
多
治
比
廣
成

に
随

つ
て
渡
唐
し

　

た

の
を
畢
げ

る
こ
と
が
出
來

る
。
道
慈

が
随

つ
た
遣
唐
使
粟
田
眞
人

一
行

の

人
名
は
、

績
紀
大
寳
元
年
正
月
任
命

の

記
事

に

見
え
る

が
、
此

の
他

に
な
ほ
、
萬
葉
集
巻

一
に
春

日
老

の
邊

別
の
歌
の
あ
る
三
野
岡
麻
呂
も

一
行

の
中

に
加
は
つ
た

こ
と
が
知
ら
れ
、
繹
辮
正

も
此
の
時
の
留
學
僧
で
あ
つ
た
こ
と
が
懐
風
藻

の
傳
記
に
見
え
、
道
慈

の
入
唐
は
此
れ
ら
の
人

々
と
土
ハ
で
あ

つ
た
。
此

の
遣
唐
使
、
留

州
渇
,
,
澗
…
轡

-
の

業

績

一
三
七



帝
國
學
士
院
紀
事

第
四
春

第

二
號

一
三
八

　

　

　
る

　
よ

學
佃

の

一
行
は
、
楚
州
購
城
縣
堺
に
上
陸
し
た
が
、
彼
等

の
向
つ
た
目
的
地

が
當
時

の
都
長
安
で
あ
つ
に

こ
と
は
言

ふ
ま
で
も
な

い
。

14

道
慈

は
長
安
延
康
坊
の
西
明
寺
に
止
住
し
π
が
、
西
明
寺
は
顯
慶
元
年
高
宗
の
勅
建
す

る
と

こ
ろ
e
あ
り
、
そ
の
豪

肚
な

る
こ
ご
は
、

め

慈
恩
傳

に
も
詳
し
く
記
し

て
あ
り
、
長
安
屈
指

の
寺
院

で
あ
つ
た
o
南

山
律
宗

の
初
租
、
道
宣

は
造
立
と
共
に
、
勅

に
よ
り
召
さ
れ
て

そ
の
上
座
と
な

つ
た
が
、
そ
の
著
、
績
高
僧
傳
、
大
唐
内
典
録
、
廣
弘
明
集
、
古
今
佛
道
論
衡
等
は
西
明
寺
に
於

い
て
執
筆

し
、
或

ひ

は
稿
成
つ
紀
も
の
で
あ
る
。
顯
慶
三
年
に
は
,
玄
芙
が
駕

に
從

つ
て
東
都
よ
り
還
り
、
勅

に
よ
つ
て
西
明
寺

に
止

り
齢
澤

の
業
に
從
事

し

め

た
。
ま

た
善
無
畏
三
藏
も
開
元
四
年

に
西
明
寺
に
來
り
住
し
て
ゐ
る
。
而
も
道
慈

が
入
唐
し
て
長
安
に
至

つ
た
と
き
の
唐
國
佛
敏
界

の

　

雄

で
あ
る
義
浄
は
此
の
西
明
寺

に
ゐ
て
、
金
光
明
最
勝
王
経
を
は
じ
め
多
く
の
鐸
経
を
果
し
て
ゐ
た
61

道
慈
以
後
に
、
西
明
寺

に
衆

り

　

住

し
た
我

が
留
學
偲
と
し
て
は
、
梵
繹
寺
永
忠
、
塞
海
、
圓
珍
、
箕
如
親
王
、
圓
載
が
あ
る
d

　

在

唐
中

の
道
慈

の
行
動

に
就

い
て
は

「
渉
二
覧
経
典
耳"」
「
歴
二
訪
明
哲
↓
留
二
連
講
羅
℃
妙

通
三
二
藏
之
玄
宗
↓
廣
談
二
五
明
之
微
旨

こ
と

傳

へ
ら
れ
、
殊

に
注
目
す

べ
き
は

「
時
簡
二
子
國
中
義
學
高
僧

一
百
人
↓
請
二
入
宮
中

闘令
レ
講
二
仁
王
般
若
鱒
法
師
學
業
頴
秀
、
預
レ
入
二
選

19

中
↓
唐
王
憐
二
其
遠
學
↓
特
加
一一優
賞

一」
と

い
ふ
輝
し
き
輕
歴

で
あ
る
が
、
此
れ
は
日
本

の
佛
家
と
し
て

唐
國
で

萬
丈

の
氣
焔
を
吐

い

た
も
の
で
あ

る
と
言

ひ
得
よ
う
。
既

に
我
が
日
本
佛
敷
史
の
初
期
に
か
く

の
如
き
佛
家

を
も

つ
と

い
ふ
こ
と
は
注
目

に
値
す

る
と
言

は

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o

道
慈

の
蹄
朝
年
時
を
、
績
紀

の
傳
記
は
養
老

二
年
と
言

ふ
が
、
そ

の
年
十

二
月
壬
申
條

に
、
遣
唐
使
多
治
比
縣
守
が
唐
國
よ
り
齢
朝

し
た
の
で
、
同
十

二
月
甲
戌
、
遣
唐
使
は
元
正
天
皇

に
節
刀
を
進

め
た
こ
と
記
し
て
ゐ
る
か
ら
、
道
慈

の
蹄
朝
及

び
そ

の
入
京
年
時
は

恐
ら
く
此

の
遣
唐
使
と
同
時

に
随
ひ
蹄

つ
た

の
で
あ
ら
う
。

な
ほ

「
性
忍
辱
過
レ人
、
唐
皇
所
レ
重

、
從
二
H
本
國
使

↓
以
二
養
老

一
一季

一

20

離
二
向
本
朝
↓
佳
二
興
編
寺

一」

と
傳

へ
ら
れ
る
行
善
法
師
も
此
の
遣
唐
使

↓
行
に
随
ひ
蹄

つ
た
と

考

へ
ら
れ
る
。

留
學
僧

の
館
朝
が
遣



　

唐
使

の
蹄
朝
舶

に
同
乗
し
た
例
と
し

て
、
白
錐
五
年
七

月
、
留
學
信
妙
位
、
法
勝

が
大
使
吉

士
長
丹
に
随

つ
て
蹄
朝
し
、
天
李
七
年
三

21

月
、
玄
防

が
大
使
多
治
比
廣
成

に
随

つ
て
蹄
朝
し
た
の
を
墾
照
す

る
こ
と
が
出
來

る
○
と
も
あ
れ
渣
慈

の
在
唐
留
學
研
鎖

の
期
間

が
十

22

七
年
飴

の
長
き
に
亙
つ
た
こ
と
は
、
當
時

の
入
唐
留
學
信

の
例
の
中
で
も
注
目
す

べ
き
も

の
で
あ
る
が
、
留
學
期
間

の
長

い
こ
と
は
彼

の
葱
蓄

の
深
き
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
齢
朝
後
の
彼
の
活
動

の
原
動
力
と
な

つ
た
も

の
で
あ
る
o

在
唐
十
七
年
鯨

の
留
學
研
讃

に
よ
つ
て
親
し
く

大
唐
の
佛
敷
文
化
を
見
聞
し
、

経
典
を
舶
載
し

て

露
朝
し
淀
道
慈

の

傳
記
を
述

べ

　

て
、
績
紀
は

「
渉
二
覧
経
典
↓
尤
精
二
三
論
↓
養
老
二
年
蹄
朝
、
是
時
鐸
門
之
秀
者
唯
法
師
及
神
叡
法
師

二
人
而
已
」
と
言

つ
て
ゐ
る
G

郎
ち
道
慈
が
蹄
朝
入
京
し
柁
養
老

二
年
十
二
月
の
頃
、
佛
敷
界

に
秀

で
た
學
信
は
實

に
道
慈
と
神
叡
の
二
人
だ
け
で
あ
つ
た
。
而
も
帥

叡

に
就

い
て
は
今
昔
物
語
に

「
心

二
智
有
リ
ト
云

ヘ
ド
モ
學
・ブ
所
薄

ク
シ
テ
、

道
慈

ニ
ハ
不
レ可
レ
並

ズ
」

と
傳

へ
る

説
話
さ

へ
存
し

て
を
り
、
か
く
の
如
ー
見
來
れ
ば
、
渣
慈

が
蹄
朝
し
て
そ
の
頃
の
佛
敏
界

の
第

一
流

の
構
威
者

た
る
地
位
を
占

め
た
こ
ご
が
考

へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
や
が
て
蹄
朝

の
翌
養
老
三
年
十

一
月
、
元
正
天
皇
は
僧
綱
に
詔
し

て
道
慈

の
功
績
を
た
た

へ
給

ひ
、
「
道
慈
法
師
、
遠
渉
二

21

蒼
波
↓
藪
二
異
聞
於
絶
境
↓
遇
遊
二赤
縣
↓
研
二妙
機
於
秘
記
↓
墾
二跡
象
龍
↓
振
二
英
秦
漢

一」
と
宣

べ
て
、
遣
慈

が
入
唐
中

に
名
聲
を
博

し
た
こ
と
を
嘉
賞
し
給
う
た
。
さ
う
し
て
道
慈
を
天
下
桑
門
の
智
行
者
な
り
と
構
し
て
彼

に
封
五
十
戸
を
施

さ
し

め
、
彼
を
標
揚
優
賞

21

せ
し

め
給

う
て
ゐ
る
。
此

の
破
格
の
恩
賞

に
よ
つ
て
も
、
道
慈
が
入
京
し
た
養
老

二
年
當

時
の
佛
敷
界

に
第

一
流
の
地
位
を
占

め

て
、

朝
廷

の
重
ん
じ
給
ふ
信
徒

c
あ
つ
た
實
情

が
察
せ
ら
れ
る
o

績
紀

が
僧
徒
の
示
寂
傳
記
を
掲
げ
て
ゐ
る
上
記
六
人
の
佛

家
は
奈
良
朝
佛
教
史

に
於
け

る

一
流
の
代
表
的
佛
家
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ

る
が
、
然
ら
ば
遣
照
の
示
寂
が
文
武
天
皇
四
年
三
月
で
あ
り
、
玄
防

の
簾
朝
が
天
李
七
年

で
あ
り
、
行
基

が
東
大
寺
大
佛
造

立
事
業

に

召
し
出
さ
れ

て
、
官

の
佛
教

の
舞
壁
に
活
躍
を
始

め
る
の
が
す

つ
と
渥
く
、
天
李
十

五
年
十
月
の
こ
と

で
あ
る
か
ら

(
天
卒
+
五
年
以
前

井
上

道

慈

の

業

績

一
三
九
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の
行
基
の
活
動
は
何
ら
官
と
は
關
係
の
な
い
も
の
で
あ
つ
た
)
、
道
慈

の
蹄
朝
し
起

養
老

二
年
以
後
、

天
李
七
年
の
玄
防
蹄
朝
ま

で
は

、

教
界

で
道
慈

に
比
肩
し
得
る
輝
か
し

い
経
歴

の
人
も
あ
ら
は
れ
す
、
道
慈

に
優
る
敷
界

の
構
威
者
も
な
か
つ
紀
と
す

る
、
極
め
て
大
ま

か
に

奈
良
朝
佛
敷
史
を
通
覧
し
た
考

へ
方
も

一
懸
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

ふ
。
從

つ
て
養
老
二
年
十

二
月
、
遣
慈
蹄
朝
以
後

の
佛

敷
皮

の
展
開
は
敷
界
第

一
流
の
構
威
者

た
る
道
慈

を
中
心
に
考
察
す

る
こ
と

が
出
來

る
o

然
ら
ば
佛
殺
界

の
構
威
者

で
あ
り
、
代
表
的
地
位
に
立

つ
た
道
慈

は
、
如
何

に
し

て
佛
激
興
隆
運
動
を
推
進
せ
し
め
て
行

つ
た
か
Q

以
下
、
道
慈

の
佛
敢
興
隆
蓮
動
を
考
察

し
て
ゆ
く

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
當

つ
て
先
づ
道
慈

が
舶
載
し
た
輕
典

に
は
如
何
な

る
も
の
が

あ
つ
た
か
、
ま
た
道
慈

が
述
作
し
た
経
疏

に
は
如
何
な

る
も
の
が
あ
つ
詑
か
、
と

い
ふ
こ
と
を
考
察
し
た
い
と
思
ふ
。

二

舶

載

の

経

典

(
イ
)

金

光

明

最

勝

王

経

も

も

　

も

も

　

宋
史
外
國
傳

E
本
國

に

「
文
武
天
皇
大
寳
三
年
、
當
長
安
元
年
、
遣
粟
田
眞
人
入
唐
求
書
籍
、
律
師
道
慈
求
経
」
と
述

べ
て
ゐ
る
が
、

道
慈

の
舶
載
し
た
経
典
に
は
如
何
な
る
も
の
が
あ
つ
把
か
。
石
田
茂
作
博
士
の
「
爲
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
敷

の
研
究
」
に
は
、
正
倉

24

院
文
書
天
季
十
九
年
十
月
九

日
寓
経
所
解

に
見
え

る
経
論
等
歴
名
を
道
照

の
將
來
目
録
に
比
定
し
て
あ
る
。
博
士

に
從

へ
ば
、
此
れ
が
我

が
國
最
古
の
將
來
目
録
と
な

る
わ
け
で
あ
る
。
道
慈

に
も
か
く

の
如
き
將
來

目
録
が
存
し
た
な
ら
ば
、
そ

の
舶
載
し
た
経
典

の
名

も
知

り
得

る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
傳
は

ら

ぬ
の
は
遺
憾
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
o
そ
こ
で
私
は
聯

か
考
謹
を
試
み
て
道
慈

の
舶
載
し
た
脛

典
を
考

へ
た
の
で
あ
る
が
、
先
づ
第

一
に
畢
ぐ

べ
き
は
、
道
慈

が
義
浄
鐸
出
の
金
光
明
最
勝
王
脛
を
舶
載
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
そ

の



詳
細

な
る
考
讃
は
既

に
前
記
拙
稿
で
述

べ
た
。
渣
慈

が
金
光
明
最
勝
王
経
を
舶
載
し
た
事
は
、
道
慈
が
最
勝
王
経

の
文
章
等
を
引
用
改

作
し
て
、
日
本
書
紀
欽
明
天
皇
十
三
年
多
十
月
條
佛
敷
傳
來

の
記
載
そ
の
他
を
筆
録

し
た
こ
と
、
道
慈
が
金
光
明
四
天
王
護
國
之
寺
と

呼
ば
れ
た
國
分
寺
創
建
を
建
策
し
た
こ
と
、
な
ど
を
考

へ
る
上
に
注
意
す

べ
き
重
要
な
事
柄

で
あ
ら
う
。

(
ロ
)

虚

塞

藏

求

聞

持

法

次

に
注
意

す

べ
き
は
、
道
慈

が
密
敷

の
経
典
を
將
來

し
て
ゐ
る
こ
と

で
あ
る
。
天
李
七
年
蹄
朝
し
泥
玄
肪
は
、
開
元
鐸
敷
録

に
あ

る

五
千
鯨
巻

の

一
切
維

を
將
來
し
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
中
に
は
不
塞
以
前

の
翻
繹
に
か
か
る
秘
密
経
典
は
殆
ん
ど
網
羅
し
て
ゐ
る
わ

け
e

あ
る
が
、
玄
肪
蹄
朝
に
先
立

つ
十
七
年
前
に
蹄
朝
し
た
溢
慈

は
、
善
無
畏
三
藏

の
繹
出
し
た
虚
塞
藏
菩
薩
能
満
諸
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求

聞
持
法

一
馨

(
略
し
て
盧
室
藏
求
聞
持
法
)
を
受

け
て
之
を
舶
載
し
柁
こ
ε
を
傳

へ
て
ゐ
る
。
奈
良
朝

の
遺
物
と
さ
れ
る
額
安
寺
所
藏

虚
室

藏
菩
薩
は
、

道
慈

が
本
奪
と
し
て
ゐ
た
こ
と
を

知

り
得

る
の
で
あ
る
が
、

此

の
虚
室
藏
菩
薩
像
弘
安
五
年
蓮
花
座
墨
書
修
理
銘

に
曰

く
、

此
虚
室
…藏
菩
薩
者
道
慈
律
師
本
尊
也

道
慈
者
添
下
郡
佳
額
田
氏
人
也

入
唐
求
法
之
時
随
善
無
畏
三
藏
傳
虚
室
藏

求
聞
持
法
蹄
朝
之
後
授
善
議
護
命
勤
操

弘
法
流
通
此
朝
云
々
初
此
本
奪
者
被
安
置
於
彼

氏
寺
額
安
寺
脛
五
百
飴
歳
之
聞
形
禮
損
壊

唯
全
御
身
依
之
御
光
賓
冠
所
持
物
者
佛

井
上

道

慈

の

業

績

一
四
一



帝
國
學
士
腕
紀
事

第
四
巻

第
二
號

一
四

二

師
善
春
法
橋
更
造
加
之
御
繰
色
者
紬
師

明
澄
法
橋
御
身
井
御
座
等
悉
如
本
色

奉
繰
色
之
然
間
弘
安
五
轟

土

月
百

修
補
絡
功
同
二
日
西
大
寺
上
人
叡
奪
被
開
眼

供
養
之

ら

弘
安
五
轟

士

旦

百

記
之
2

ま
た
元
亨
繹
書

の
道
慈
傳
に
、

「
慈
在
レ
唐
、
逢
二
密
者
↓
得
一一虚
室
藏

求
聞
持
法
」
と

言

ひ
、
更

に

三
國
佛
法
傳
題
縁
起
に

も

「
道
慈

在

レ唐
十

八
年
間
、
普
學
二
在
唐
所
有
諸
宗
↓
善
無
畏
三
藏
開
元
四
年
丙
辰
來
レ
唐
、
道
慈
在

レ
唐
具
経
二
三
年
↓
其
間
道
慈
随
ご
善
無
畏

一習
二

27

學
眞
言

」
と
傳

へ
て
ゐ
る
。
開
元
繹
敢
録
雀
第
十
善
無
畏

三
藏
繹
経
目
録

に
、

虚
議

菩
薩
能
響

鷺

勝
心
陀
羅
尼
求
聞
建

一
巻
(出
梵
本
金
剛
頂
纒
成
就

一
切
義
晶
略
課
少
分

)

ご
言

ひ
、
績

い
て
、

沙
門
楡
波
加
羅
、
唐
言
善
無
畏
、
中
印
度
人
(中
略
V、
以
開
元
四
年
丙
辰
、
大
齎
梵
本
來
達
長
安
。
初
於
興
幅
寺
南
院
安
置
、
次
後
有
勅
令
佳
西
明
寺
、

至
五
年
丁
巳
於
菩
提
院
、
課
虚
塞
藏
求
聞
持
法

一
巻
、

28

ε
記
し

て
ゐ
る
通
り
、
虚
室
藏
求
聞
持
法
は
、
善
無
畏
三
藏

が
西
明
寺
菩
提
院
に
於

い
て
、
開
元
五
年

(道
慈
の
麟
朝
し
た
養
老
二
年
は
開

元
六
年
に
當
る
、
そ
の
前
年
)

翻
課
し
た
も
の
で
あ

る
。

然

る
に
既
に
述

べ
た
如
く
、
大
安
寺
縁
起
、
扶
桑
略
記
、
元
亨
繹
書
等

に
よ
つ

て
知
ら
れ
る
通
り
、
道
慈
は
長
安

の
西
明
寺
に
止
住
し
て
ゐ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
道
慈

が
善
無
畏
三
藏
か
ら
虚
室
藏
求
聞
待
法
を
受
け

て
之
を
舶
載

し
た
こ
と
は
、
信
す

べ
き
事
實

で
あ

る
と
考

へ
る
。

然
ら
ば
道
慈

が
虚
塞
藏
求
聞
持
法
を
舶
載
し
た
こ
と
、
ま
た
彼
が
虚
塞
藏
菩
薩
を
本
奪
と
し

て
ゐ
た
こ
ε
は
如
何
な
る
意
味
を
有

つ



か
o
道
慈
舶
載

の
虚
塞
藏
求
聞
持
法
は
、
元
亨
鐸
書
道
慈
傅
等

に
言
ふ
如
く
、
勤
操
を
経
て
室
海

に
傳
授
せ
ら
れ
、
室
海

が
阿
國
大
瀧

嶽

で
修
行
の
際
、

そ
の
依
披
と
し
た
経
典

で
あ
り
、
塞
海
を
し
て
密
敷

の
本
宗

を
開
か
し
め
る
素
地
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
此

の
こ

29

と
は
、
室
海
も
ま
た
自
ら
三
殺
指
蹄
の
中

に
記
し
て
ゐ
る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

正
純
密
激

は
金
剛
智
と
善
無
畏
と
の
雨
三
藏

が
初
め
て
印
度
よ
b
支

那
に
移
植
し
、

こ
こ
に
支

那
密
敷

の
基
礎

が
開
拓
せ
ら
れ
た
。

然
ら
ば
道
慈

が
善
無
畏
三
藏
か
ら
密
敷
経
典
の
虚
塞
藏
求
聞
持
法
を
受
け
て
之
を
舶
載
し
泥
こ
と
や
、
此
れ
が
室
海
に
傅
授

せ
ら
れ
て

密
敷

の
本
宗

を
開
か
し
め
る
基
礎
と
な

つ
た
と

い
ふ
こ
ご
は
、

日
本

の
密
敷
史

の
上
に

一
つ
の
注
意
す

べ
き

意
義
を
も
つ
わ
け
で
あ

る
o道

慈
は
金
光
明
最
勝
王
輕
を
舶
載
し
た
が
、
そ
の
舶
載
し
た
最
勝
王
経
は
從
來
我
が
國
に
廣
く
讃
諦
せ
ら
れ
て
ゐ
た
奮
課
金
光
明
脛

に
比
較
し
て
密
敷
的
分
子
が
多
く
、
即
ち
奮
課
金
光
明
経
で
は
陀
羅
尼
の
諦
出
は
唯

一
回
で
あ
る
が
、
新
繹
最
勝
王
維
で
は
陀
羅
尼
を

む

稽
す

る
も

の
三
品
、
全
経

に
わ
た

つ
て
陀
羅
尼
の
諦
出
三
十
幾
種

の
多
き
に
上
る
こ
と
を
注
意
す

べ
き
で
あ

る
63

從

つ
て
紳
轟
五
年
十

二
月
、
從
來
護
諦
し
て
來
た
蕾
繹
金
光
明
脛

を
磨
し
て
、
道
慈

が
新
た
に
舶
載
し
た
新
謬
最
勝
王
経
を
諸
國

に
頒
下
、
護
諦
せ
し

め
た

21

ε
い
ふ
事
實

は
、
天
卒
時
代
の
佛
激
が
密
教
化
す

る

一
つ
の
あ
ら
は
れ
と
し
て
注
目
す

べ
き
で
あ
り
、
此

の
こ
と
は
ま
た
道
慈
が
そ

の

創
建
を
建
策
し
π
金
光
明
四
天
王
護
國
之
寺

(
即
ち
國
分
寺
)
の
密
駿
的
性
質
を
考

へ
る
上
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
ハ
)

そ

の

他

の

経

典

道
慈

の
舶
載
し
た
輕
典
と
し
て
考

へ
ら
れ
る
も
の
は
前
述
の
最
勝
王
脛

巴
虚
塞
藏
求
聞
持
法

で
あ
る
が
、

そ
の
以
外

に
、
彼
が
日
本

書
紀

の
撰
修
事
業
に
墾
與
し
筆
録
を
分
憺
し
て
書
紀
佛
敷
傳
來
の
記
載
等
を
書

く
と
き
に
依
用

し
泥
大
般
若
維
、
大
佛
頂
首
樗
嚴
経
、

井
上

道

慈

の

業

綾

一
四
三
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梁
高
信
傳
も
、
道
慈

が
舶
載
し
た
と
推
測
し
て
も
大
過

な
い
の
容
は
あ
る
ま

い
か
o

な

ほ
新
諜
華
嚴
脛

の
文
献
上

に
あ
ら
は
れ
る
の
は
、
績
紀
養
老
山
ハ
年
十

一
月
丙
戌
條
の
詔
に
、

奉
二
爲

太
上
天
皇
り
敬
二
為
二華
嚴
経
八
十
霧
、
大
集
経
六
十
霧
、
浬
契
経
光
霧
、
大
菩
薩
像
経
廿
巻
、
槻
世
音
経
二
百
巻
の

と
あ
る
の
を
以

て
初
見
と
す
る
が
、
新
課
華
嚴
は
、
唐
の
謹

聖
元
年
、
洛
陽
大
内

の
遍
室
寺

に
於

い
て
子
閲

の
實
叉
難
陀
三
藏
が
之
を

鐸
出
し
、
武
后
親
ら
筆
創
し
て
聖
暦

二
年
十
月
入
日
(
我
が
文
武
天
皇
三
年
)
佛
授
記
寺

に
於

い
て
功
成

つ
た
も
の
で
あ
り
、
菩
提
流
志
、

義
浄
、
恒
景
、
復
薩
、
法
藏
等
並

に
そ

の
繹
業
を
資
け
た
。
從

っ
て
此

の
新
鐸
華
嚴
経
が

我
國
に
舶
載
せ
ら
れ
た
の
は
文
武
天
皇
三
年

以
後
、

養
老
六
年
以
前

の
間
で
あ
る
わ
け
と
な
る
が
、

そ
の
我
が
國
に
將
來
せ
ら
れ
た
機
會

ビ
し

て
は
、

第

一
、

遣
唐
使
粟
田
眞
人

(
慶
雲
元
年
七
月
蹄
朝
)
第
二
、
學
問
信
義
法
、
義
基
、
惣
集
、
慈
定
、
浄
達
(慶
雲
四
年
五
月
蹄
朝
)
第
三
、
入
唐
留
學
僧
道
慈
(
養
老
二
年
十
二

月
蹄
朝
)
の
三

っ
の
場
合
が
考

へ
ら
れ
る
。
そ

の
中

で
第
三
の
道
慈

の
場
合
を
探

る

べ
き
こ
と
は
、
前

に
道
慈
を
金
光
明
最
勝
王
経
の
舶

載
者
と
考
謹
し
た
考
察
を
墾
照
す

れ
ば
容
易
に
首
肯
出
來
る
で
あ
ら
う
。
殊

に
遣
慈
在
唐
の
期

間
が
、
た
ま
忙
ま
入
十
華
嚴

の
完
謬
成

れ
る
聖
暦

二
年

の
直
後
に
當

つ
て
ゐ
た
の
み
な
ら
す
、

一
方

に
は
當
時
の
敷
界

に
華
嚴

一
宗
を
…樹
立

し
セ
賢
首
大
師
法
藏

の
晩
年
に
當

つ
て
ゐ
た
か
ら
、
「
求
経
」
と

い
は
れ

「
渉
二
覧
経
典

一」
と
傳

へ
ら
れ
る
道
慈
が
蹄
朝

の
と
き

新
課

の

華
嚴
経
を
將
來
す

る
可
能
性

は

十
分
存
す

る
。
ま
た
大
安
寺
資
財
帳

に
、

一
帳
大
般
若
四
庭
十
六
會
圖
像

一
帳
華
嚴
七
虜
九
會
圖
像

右
、
以
天
平
十
四
年
議
次
壬
午
、
奉
爲
十
代
天
皇
、
前
律
師
道
慈
法
師
、
寺
主
教
義
等
奉
造
者
、

　

と
あ
%

遣
慈
の
述
作
に
か
か
る
華
嚴
圖
像
が
新
鐸
華
嚴
に
依
擦
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
道
慈
の
新
鐸
華
嚴
輕
舶
載
を
示
唆
す

る
一
つ
の



支
持
と
な
る
で
あ
ら
う
。

三

述

作

の

輕

疏

(
イ
)

浴

像

経

開

題

一
省

東
域
傳
燈
目
録
岩
上
に

浴
像
輕
開
題

一
魅

道
慈
撰

和
書

32

と
言
ひ
、
ま

た
諸
宗
章
疏
録
岩

二
は
、

浴
像
開
題

一
巻

道
慈
述

33

と
告

げ
る
。
此

れ
は
恐
ら
く
遣
慈
、
入
唐
中

の
景
龍
四
年
(
我
が
和
銅
三
年
)
に
、
義
浄
が
大
薦
輻
寺
翻
輕
院
に
於

い
て
鐸
出
し
た

「
浴
像

功
徳
経

一
憲
」

に
關
し
て
道
慈
が
述
作
し
た
開
題

で
あ
ら
う
。

(
ロ
)

千

手

千

眼

輕

疏

二

君

道
慈

は
ま
た
密
敷
経
典

の
千
手
千
眼
経

の
註
繹
書
た
る

「
千
手
千
眼
経
疏
二
窓
」
を
述
作

し
て
ゐ
る

こ
と
が
、
正
倉
院
文
書
天
李
十

34

九
年
六
月
七

日
爲
疏
所
解
に
見

え
る
。

此
の
こ
と

は
彼
が
密
激

の
初
蓮
を
開

い
た
こ
と
と
關
聯
し
て
注
目
さ
れ
る
o

井
上

遣

慈

の

業

績

一
四
五



帝
國
學
士
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四
六

四

佛

敏

興

隆

蓮

動

(
イ
)

愚

志

】

績
紀

の
道
慈
傳
に
よ
れ
ば
、
道
慈

に
は
當
時
の
信

尼
の
事
を
論
じ
た
意
見
書

「
愚
志
」

一
憲

が
あ

つ
た
。
此
れ
は
彼
の
佛
敷
論
も
し

く
は
僧
尼
論
と
も

い
ふ
べ
き
書
物
で
あ
つ
た
ご
考

へ
ら
れ
る
o
若
し
此

の
薯
述
が
今
日
現
W存
し
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ

つ
て
道
慈

の
思
想
や
抱
負
、
或
は
ま
た
彼
の
宗
殺
蓮
動

の
意
圖
を
理
解
す
る
こ
ご
も
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
著
述

の
傳
は
ら

漁
今
日
で
は
不

可
能

の
こ
ε
に
属
す
る
o

し
か
し
績
紀
は
愚
志

の

「
略
」
を
掲

げ
て
を
り
、
そ
の
略
に
よ
れ
ば
愚
志

に
は

「
今
察
三
日
本
素
縞
行
二
佛
法

軌
模
輔
全
異
三
大
唐
道
俗
傳
二
聖
殺
法
則
↓
若
順
二
純
典
↓
能
護
二
國
土
↓
如
違
一一憲
章
↓
不
レ利
二
人
民
↓

一
國
佛
法
、
萬
家
修
善
、
何
用
二

　

虚
設

一」
と

い
ふ
意
見
を
述

べ
て
あ

つ
た
。
そ
の
内
容
に
佛
殺

の
革
新

に
就

い
て
論

じ
て
ゐ
る
鮎
か
ら
考

へ
る
と
、
此
の
愚
志

一
塞
は
彼

の
晩
年

(道
慈
の
示
寂
は
天
干
+
六
年
で
あ
る
)
の
述
作

で
は
な
く
し
て
、
養
老

二
年
十

二
月
蹄
朝
後
間
も
な
く
、
當
時
日
本
佛
敢
界

の
現
實

を

眺

め
て
も

の
し
た
佛
敷

批
判
も
し
く
は
佛
敷
改
革
論
と
も
い
ふ

べ
き
も
の
で
あ
つ
た
と
考

へ
ら
れ
る
。
彼
が
愚
志

の
中

で
、
日
本

の
道

俗

の
佛
法
を
行
ふ
規
模
が
全

く
大
唐
に
於
け
る
道
俗
の
皐
敷
を
傳

へ
る
事
情
と
異

つ
て
を
り
、
且

っ
日
本

の
佛
敷
を
以
て

「
虚
設
」
と

断
じ
て
ゐ
る
こ
こ
ろ
に
遣
慈

が
蹄
朝
當
時

の
佛
敷
界

の
現
状
に
野
し
て
抱

い
た
不
満

の
意
を
表
明
し
て
ゐ
る
。
然

ら
ば
彼

の
思
慕

し
た

大
唐
佛
敏

の
規
模

ご
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
o
ま

た
彼
が
不
満
と
考

へ
た
日
本
の
佛
敷
界
は
如
何
な
る
状
態

で
あ

つ
た
か
o
先

づ
遣
慈

の
蹄
朝

し
た
頃

の
我
が
佛
敷
界
が
、
「
護
二
國
土
一」
、
「
利
二
人
民
一」
と

い
ふ
鮎

か
ら
は
遠

い
も
の
で
あ
り
「
虚
設
」
で
あ
る
と
、

愚
志

の
中
で
述

べ
て
ゐ
る
。
次
に
支
那
大
陸

に
於
け
る
佛
敷
と
儒
寂
及
び
道
敷
と

の
關
係
や
、
そ
の
勢
力
の
消
長
を
蓮
覧
す

れ
ば
、
階



唐
は
佛
敷
の
黄
金
時
代
で
あ
り
、
北
宋
南
宋
は
儒
教

の
全
盛
時
代

で
あ
り
、
南
宋
は
ま
た
道
殺

の
興
隆
時
代

で
あ

つ
た
o
か
く
唐
代
に

は
佛
致
が
思
想
界
の
表
面

に
優
勢
を
保
持
し
、
宋
代
に
至

つ
て
儒
敷
道
敷

の
勢
力
が
佛
教

に
代
る
ま

で
、
佛
敷

は
支
配
的
地
位
を
占

め

35

た
事
情

が
考

へ
ら
れ
る
。
而
も
道
慈

の
入
唐
し
た
長
安
三
年
は
時
あ
た
か
も
則
天
武
后

の
晩
年

に
属
し

て
を
り
、
殊
に
天
授

二
年
(我
が
持

統
天
皇
五
年
、
即
ち
道
慈
の
入
唐
に
先
立
つ
十
年
)
に
は
、
則
天
武
后
は
親
　敷
を
遣
法
の
上
に
あ
ら
し
め
、
僧
尼
を
道

士
女
冠

の
前
に
置

い
た

36

と

い
ふ
如
き
事
件

に
注
目
す

べ
き
で
あ
り
、
遣
慈
は
少
く
と
も
唐
代
佛
敷

の
最
盛
期

を
見
聞
し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
佛
敷37

が
優
勢

で
あ

つ
た
唐
國

の
思
想
界

に
比
較
し
て
、

日
本
の
當
時

の
佛
敷
は

「
方
今
人
情
精
薄
。
鐸
敷
陵
逞
、
非
二
濁
近
江
↓
絵
國
亦
余
」

と

い
は
れ
る
不
振
状
態

に
あ

つ
た
こ
と
、
而
も

日
本
で
は
佛
敢

が
儒
殺

の
勢
力
に
駆
倒
せ
ら
れ

て
ゐ
た

こ
と
、
此
れ
ら
の
鮎
に
樹
し
て

遣
慈

の
不
満
が
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
長
安
西
明
寺
結
構

の
圖
を
携

へ
蹄
朝
し
て
我
が
大
安
寺
造
螢

の
規
模
と
し
た
如
く
、
道
慈

が
唐
の
佛
敷
移
植

に
極
め
て
熟
心
で
あ

つ
た
業
績

か
ら
考

へ
て
見
れ
ば
、
道
慈

の
愚
志

一
岩

の
内
容
や
、
そ

こ
に
盛

ら
れ
て
ゐ
た
佛
敷

興
隆
蓮
動

の
意
圖

を
此
の
様

に
理
解
出
來
る
ご
思
ふ
o

ま
た

「
宿
儒
」

と
呼

ば
れ
た
箭
集
宿
禰
虫
麻
呂
や
幽
屋
連
古
麻
呂
等
、
鐙

々
た
る
儒
家
た
ち
が
集

つ
て
ゐ
る
長
屋
王
宅

に
於
け
る
初

春

の
詩
宴

(紳
鞘
二
年
以
後
、
天
平
元
年
ま
で
の
某
年
正
月
廿
四
日
の
こ
と
)
の
招
待
を
僻
退
し
た
と
き
の
啓
文
に

「
道
慈
少
年
落
飾
、
常
住
鐸

門
、
至
於
属
詩
談
吐
、
元
來
未
達
、
況
乎
道
慈
、
機
儀
俗
情
全
有
レ
異
、
香
菱
酒
盃
又
不
レ同
」
と

い
ひ
、
儒
家
と
佛
家
と
は
提
携
し
て

行
き
得
な

い
と
揚
言
し

て
を
り
、
そ
の
詩
句

に

「
素
紬
査
然
別
、
金
漆
諒
難
レ
同
」
、
「
僧
既
方
外
士
、
何
煩
入
二
宴
宮

一」
と
述

べ
て
、
儒

家
泥
ち
に
向

ひ
佛
家
と
し

て
樹
抗
的

な
鏡

い
言
論
を
投
げ

つ
け
セ

こ
と
が
競

で
思

ひ
あ
は
さ
れ
る
(以
上
、
懐
風
藻
)。

此

れ
よ
り
先
、
道
慈
が
蹄
朝
入
京
し
た
養
老
三
年
正
月
の
當
時
、
元
正
天
皇

の
朝
に
は
、
舎
人
親
王
を
総
裁

ビ
し
て
日
本
書
紀
撰
修

事
業
が
完
成
を
急

い
で
ゐ
た
が
、
遣
慈
は
此

の
書
紀
撰
修
事
業

に
参
與
し
て
自
己

の
將
來
し

て
來
セ
金
光

明
最
勝
王
輕
を
は
じ

め
、
大

井
上

道

慈

の

業

績

一
四
七
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四
巻
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號
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四
八

般
若
経
、
樗
嚴
纏
、
梁
高
檜
傳
な
ど

の
文
章
を
引
用
改
作
し

て
筆
録
し
た
の
が

(
A
)
欽
明
天
皇
十
三
年
冬
十
月
條

の
記
載
で
あ
り
、

爾
此
の
他
に
書
紀
の

(
B
)
敏
遽
天
皇
十
三
年
秋
九
月
及
び
是
歳
條

(
C
)
敏
達
天
皇
十
四
年
春
二
月
三
月
及
び
夏
⊥
ハ
月
條

(
D
)
用

明
天
皇

二
年
夏
四
月
條
の
記
載
も
、
道
慈

が
筆
録
し
た
こ
ε
を
指
摘
し
得

る
o

道
慈

の
書

い
セ
も
の
と
し
て
は
、
先

に
華
げ
た
愚
志

一
憲
と
懐
風
藻

の
詩

二
首
及
び
そ
の
序
文
が
存
す
る
が
、
愚
志
は
そ
の
略
の
み

が
績

紀
に
傳
は
る
に
過
ぎ
す
、
懐
風
藻

の
詩

ε
そ
の
序
文
も
短

い
内
容

の
も
の
で
あ
つ
て
、
此
等
か

ら
あ
ま
り
多
く

の
こ
と
を
理
解
す

る
こ
ε
が
出
來
な

い
け
れ
ど
も
、
幸

に
道
慈

の
筆
鋒
し
た
日
本
書
紀

の
記
載
に
は
か
な
り
文
章

の
長

い
も
の
が
あ
る
か
ら
、
此

の
書
紀

の
記
載

こ
そ
は
道
慈

の
書

い
た
も
の
と
し
て
彼

の
思
想
を
う
か
が
ひ
得
る
第

一
の
資
料
で
あ
る

ε
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
何
と
な

れ
ば
道
慈

が
筆
録
し
た
書
紀

の
記
載
内
容
は
何
ら
客
襯
的

な
庵
史
的
事
實
を
博

へ
る
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
原
資
料

に
著
し

い
潤
色

を
施

し
て
彼
の
主
張
を
書
紀
の
記
載
に
盛

b
上
げ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
に
注
意
す

べ
き
で
あ
る
o

即
ち
最
勝
王
経

に
は
、

「
聲
聞
猫
畳

所
不
能
知
」

ε
あ
る
の
を
道
慈
が
百
濟

聖
明
王
上
蓑

文
に
於

い
て

「
周
公
孔
子
術
不
能
知
」

ε
改
作
し
た
事
實

は
、
道
慈

が
書
紀
記
載

を
儒
家

に
樹
抗
す

る
意
識
を
以
て
筆
録
し
た
も

の
と
考

へ
ら
れ
る
。
・即
ち
「
是
法
於
二
諸
法
中
一最
爲
一一殊
勝

一、
難
レ解
難
レ
入
、
周
公
孔
子
術

不
レ
能
レ
知
、
此
法
能
生
二
無
量
無
邊
編
徳
果
報
↓
乃
至
レ
成
二
辮
無
上
菩
提
↓
讐
如
下
人
懐
二
随
レ
意
寳
↓
逐
レ
所
レ
須
レ
用
蕃
依
う
情
、
此
妙
法

寳

亦
復
然
、
新
願
依

レ情
無
レ
所
レ
乏
」
と

い
へ
る
聖
明
王
が
佛
敷

の

功
徳
を
禮
讃
し
た
と

い
ふ

言
葉
、
ま
た
此
の
言
葉
を
聞
き
已

つ
て

欽
明
天
皇
が

「
獣
喜
踊
躍
」

し
給

ひ
、
使
者

に
向
ひ

「
股
從
レ
昔
來
b

未
下
曾
得
う
聞
一一如
レ是
微
妙
之
法

一」

ご
仰
せ
給
う
た
言
葉
、
佛
像

の

「
相
貌
端
嚴
」
を
聡
讃
し
給
う
た
言
葉
、
此
れ
ら

(
A
)
は
す

べ
て
遣
慈

が
佛
敷

の
功
徳
を
禮
讃
し
、
佛
敷

の
優
位
を
主
張
す

る
た

め
の
筆
と
考

へ
ら
れ
る
、
更

に

「
此
時
蓮
等
得
二
佛
舎
利
於
齋
食
上

「、
以
二
舎
利

一獄
ご
於
馬
子
宿
禰
⑩
馬
子
宿
禰
試
以
二
舎
利
一置
ご
鐵
質

中

一、
振
二
鐵
鎚

一
打
、
其
質
與
レ
鎚
悉
被
二
擢
壊

一、
而
舎
利
不
レ可
二
推
敦
℃
又
投
二
舎
利
於
水

一、
舎
利
随
二
心
所
ワ
願
浮
二
沈
於
水

一」
と

い
ふ
舎



利
奇
特
談

(
B
)
な
ど
も
道
慈

が
佛
敷
の
優
位
を
主
張
し
て
救
述
し
た
も

の
で
あ
ら
う
o
次
に
上
表
文
の
中
で
聖
明
王
が
「
且
夫
遠
自
二

天
竺
↓
愛
泊
二
三
韓
↓
依
レ
教
奉
持
無

レ
不
二
奪
敬
↓
由
レ
是
o
百
濟
王
臣
明
謹
遣
二
陪
臣
怒
刎
斯
致
↓
奉
レ
傳
二
帝
國
。
流
二
通
畿
内

輔」
(
A
)

と

い
へ
る
言
葉
は
、
實
は
天
竺
、
唐
、
三
韓

に
佛
敷
が
流
布
信
奉
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
凋

り
日
本

の
み
が
佛
敷
を
奉
す
る
こ
と
を
し
な

い
の
は
不
可
で
あ

る
と
道
慈
が
圭
張

を
寓

し
た
も

の
と
思
は
れ
、
道
慈
が
佛
殺
興
隆
を
意
圖
し
た
事
實
を
理
解
す

る
こ
ε
が
出
來

る
。

更

に
ま
た

「
有
司
乃
以
二
佛
像

一、
流
二
棄
難
波
堀
江
℃
復
縦
一一火
於
伽
藍

一、
嶢
嬢
更
無
レ
鹸
。
於
是
、
天
無
二
風
雲
↓
忽
失
二
大
殿

こ
(A
)

「
丙
戌
、
物
部
弓
創
守
屋
大
連
自
詣
一一於
寺
↓
鋸
二
坐
胡
床

、、
砺
二倒
其
塔

一縦
レ
火
旙
レ
之
、
昇
嶢
三
佛
像
與
二佛
殿

一。
既
而
取
二
所
レ
嶢
鹸
佛

像

「令
レ
棄
二
難
波
掘

江
一。
是

日
無
レ
雲
風
雨
」
(B
)
と
あ
り
、
排
佛

の
記
事
の
後

に
必
す
攣
災
が
あ
つ
た
や
う
に
記
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、

道
慈
が
儒
殺
風

の
政
治
思
想
そ
の
も
の
に

封

し
て

正
面

か
ら

儒
教
の
佛
敷
観

の

不
當
を
指
摘
す
る
た

め
に
叙
述
し
セ
も

の
に
他
な
ら

す
、
鼓
に
當
時

の
思
想
界

に
支
配
的

で
あ
つ
た
儒
教

に
樹
抗
し
て
佛
敷

の
政
治
的

地
位
の
樹
立
を
目
ざ
し
た
道
慈

の
佛
敷
興
隆
蓮
動
を

見

る
こ
と
が
出
來
よ
う
o

(
ロ
)

東
方
佛
敷

ε
い
ふ
観
念

日
本
書
紀
佛
敷
傳
來

の
記
載

に
於
け

る
語
句

「
我
法
東
流
」

は
道
慈

が
大
般
若
経

の

「
甚
深
般
若
波
羅
蜜
多
、
我
滅
度
己
後
時
後
分

後

五
百
歳
、
於
二
東
北
方

一。
當
二
廣
流
布

一」

を
改
作
撮
綴

し
た
も

の
と
す
れ
ば
、

此
の

「
我
法
東
流
」
と

い
ふ
語
は
、

道
慈
自
身

の
思

想
を
引
用
文
と

い
ふ
形
式

で
登
表
し
た
も

の
で
あ
る
と
言
ひ
得

る
。
而
し
て
此
の

「
我
法
東
流
」
な
る
語
は
在
唐
十
七
年

の
留
學
研
讃

に
よ
つ
て
修
得
し
た
佛
敷
を
、
海
浪
風
雪

の
危
瞼
を
乗
越
え
て
日
本

に
も
泥
ら
し
て
東
蹄
し
た
彼

の
禮
験
が
凝
結
し
セ
言
葉
で
あ
b
、

ま
セ
東
方

日
本
を
中
心
に
佛
殺

の
興
隆
す

る
こ
と
は
佛
陀
の
経
説
な
り
ε
す

る
道
慈

の
信
仰
を
示
す
言
葉

で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。

井
上

遣

慈

の

業

績

一
四
九



帝
國
學
十
院
紀
事

第
四
巻

第
二
號

一
五
〇

道
慈

の
筆

録

に
な

る
書

紀
佛

殺

傳
來

の
記
載

に
於

け

る
此
の

「
我
法
東

流
」

の
語
句

と
同

檬

の
表
現

は
次

の
如

く
上

代

の
文
献

に
頻

繁

に
あ
ら

は

れ
て
來

る

。
帥

ち
績

紀

天
李
勝

寳

四
年

四
月

乙

酉
條

、
東

大
寺

大
佛

開

眼
會

の

こ
と

を
記
す

所

に
、

盧
舎
那
大
佛
像
成
、
姶
開
眼
、
是
日
行
二
幸
東
大
寺
一、
天
皇
親
率
二
交
武
百
官
一、設
齋
大
會
。
其
儀

一
同
三
兀
日
一、
五
位
已
上
者
著
二
禮
服

一、
六
位
已
下

者
當
色
、
請
二
倫

一
萬

一、既
而
雅
樂
寮
及
諸
寺
種

々
書
樂
並
成
來
集
、
復
有
二
王
臣
諸
氏
五
節
。
久
米
舞

。楯
伏
。
踏
歌
、
抱
袴
等
歌
舞

喝。東
西
焚
レ聲
。

も

も

　

も

分
レ
庭
而
奏
。
所
レ
作
奇
偉
不
レ
可
二
勝
記

㌔

佛
法
東
臨
。
齋
禽
之
義
。
未
三
嘗
有
二
如
レ
此
之
盛

一也
。

績

紀

天
季
寳

字

七

年

五
月
戊
申

條

、
鑑
其

の
示
寂

傳
記

の
中

に
、

大
和
上
鑑
眞
物
化
、
和
上
者
楊
州
龍
興
寺
之
大
徳
也
、
博
渉
二
経
論

一。
尤
精
二
戒
律

一。
江
潅
之
問
猫
爲
二
化
主
哨。
天
寳
二
載
。
留
學
信
榮
叡
業
行
等
白
、一和

、
、
、
、

38

上
一日
。

佛
法
束
流

至
二
於
本
國

一。
難
レ
有
二
其
敏

一無
二
人
傅
授

一。
幸
願
。
和
上
東
遊
興
レ化
o

唐
大

和
上

東
征

博

に
、

　

も

も

も

榮
叡
普
照
師
至
二
大
明
寺
ご
、
頂
二禮
大
和
上
足
下
一。

具
述
二
本
意
一
日
。
佛
法
東
流
至
二
日
本
國
一。
難
レ有
一一其
法
一而
無
ご
傅
法
人

一〇
日
本
國
昔
有
二
聖

徳
太
子
一
。
日
。
二
百
年
後
聖
教
興
二
於
日
本

一。
今
鍾
二
此
蓮
「。
願
大
和
上
東
遊
興
レ化
。

南
天

竺
婆

羅
門

偲

正
碑

に

、

信
正
誰
菩
提
倦
那
。

姓
婆
羅
遅
。
婆
羅
門
種
也
…
…
胃
レ瞼
経
レ
藻
逡
到
二
大
唐
一。
唐
國
道
俗
仰
二
其
徽
猷
一。
崇
敬
甚
厚
。
干
時
聖
朝
通
レ好
糞
二
使
於
唐

ぬ

も

も

も

國

一。
使
人
丹
治
比
眞
人
廣
成
。
墨
問
倫
理
鏡
。
仰
二
其
芳
答
唱。
要
請
東
蹄
。
信
正
感
二
其
懇
志

一。
無
レ
所
二
僻
請
一。

三
代
實

録

元
慶

⊥
ハ
年

八

月
廿
三

日
壬
戌

條

所
引

、
仁

壽

四
年

九
月

十

三

日
の
太
政
官

符

に
、

つ

う

も

も

彼
寺
。
推
古
天
皇
之
奮
宮
也
。
元
號
ご
豊
浦
一。
故
爲
二
寺
名
一。
凡
蕨
縁
起
具
在
二
前
志
一。
佛
法
東
流
最
始
二
於
此
一、

と
見
え
る
。

か
く
の
如

く
頻

り
に

「
我
法
東
流
」
「
佛
法
東
蹄
」
「
佛
法
東
流
」
な
ど

の
言
葉
は
同

一
の
観
念
か
ら
出
た
當
時

の
合
言
葉

で
あ
つ
た
こ
と

が
考

へ
ら
れ
る
。
帥
ち
佛
敢
は
も
と
も
と
印
度

に
登
鮮

の
故
郷
を
持

つ
も

の
で
あ
る
が
、
佛
説

に
よ
れ
ば
必
然
「
東
流
」



「
東
餅
」
し
て
日
本

に
流
入
す

べ
き
も
の
で
あ

る
と

い
ふ
こ
と
、
ま
た
佛
数
は
印
度
や
支
那
に
繁
榮
せ
す

に
、
む
し
ろ

「
東
流
」
「
東
蹄
」

し
て
東
方

日
本
に
於

い
て
永
久
に
興
隆
す

べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
な
ど
が
、

「
東
方
佛
激
」
と

い
ふ
観
念

の
内
容
を
成
す
も

の

で
あ
る
と
言
ひ
得

よ
う
o

時
代
が
す

つ
と
下
つ
て
後
年
、
元
亨
鐸
書

の
著
者

、
虎
關
師
錬

が
そ
の
序
説
志

に
於

い
て
、

以
二
印
度
地
闊
而
大
乗
寡
、
支
那
地
狡
而
大
乗
多
一而
見
レ
之
、
我
國
小
而
純
全
二
大
機
一者
,
非
二
理
之
迂
↓突
。
蓋
我
道
之
機
法
者
、
不
レ
因
二
地
之
貰
狭
一

乎
。
盛
哉
吾
國
東
方
醇
淑
大
乗
之
彊
乎
、

ざ
言
ひ
、
ま
た
、

大
般
若
経
第
三
百
二
日
、
我
滅
度
後
、
後
五
百
歳
。
深
甚
般
若
。
於
二
東
北
方
一。大
作
二
佛
事
喝。
我
此
日
域
、
金
ロ
已
論
。

と
言

へ
る
言
葉
は

一
般

に
著
聞
し
て
ゐ
る
が
、
師
錬

の
此
の
言
葉

も
上
代
か
ら
の
「
東
方
佛
敷
」
と

い
ふ
観
念
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

上
代

に
於

い
て
幾
多
の
留
學
信
が
入
唐
求
法
の
熱
意
に
燃
え

て
渡
航
し
た
け
れ
ど
も
、
航
海

の
技
術
未
だ
進
歩
せ
ざ

る
當
時

に
あ
つ

て
は
、
海
浪
風
波

の
脅
威
を
冤
れ
る
こ
と
が
出
來
す
、
つ
ひ
に
海
上

で
死
亡
す

る
者
が
如
何
に
多

か
つ
た
こ
と
で
あ
ら
う
か
o

た
と

へ

ば
、
書
紀
を
経
く
だ
け

で
も
海
上

に
死
自
し
た
留
學
僧
と
し
て
、
知
聰
、
道
福
、
智
國
、
義
遥
な
ど

の
名
を
爆
げ
る
こ
と
が
出
來

る
。

即
ち
此
れ
ら
求
法

の
偲
徒
は

「
東
方
佛
敷
」
の
確
立
の
た
め
に
身
命
を
か

へ
り
み
す
に
悲
肚
な
る
實
陵
を
躬
行
し
た
も

の
で
あ
つ
た
。

し
き
り
に

「
佛
法
東
蹄
」
「
佛
法
東
流
」
と
言

は
れ
た

〕
ご
は
、

日
本

の
信
徒
が
佛
教
を

「
東
蹄
」
「
東
流
」
せ
し

め
て

「
東
方
佛
敏
」

を
…樹
立
す

る
の
に
如
何

に
熱
心
で
あ

つ
た
か
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
新
く
の
如
き

「
東
方
佛
敷
」
は
決
し
て
實

を
件
は
ぬ
塞
虚
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
o
既

に
述

べ
た
如

く
、
道
慈
は
在
唐
留
學
・

中
、
唐

の
皇
室

よ
り
招
か
れ
て
義
學
高
僧

一
百
人
の
中
に
選
ば
れ
、
仁

王
般
若
輕
を
講
読
し
て
唐
の
帝
王
よ
り
優
賞

に
あ
つ
か
る
と
い

井
上

道

慈

の

業

繍
ー

一
五
一



帝
國
學
士
院
紀
事

第
四
巻

第
二
飛

'
一
五
二

ふ
輝

か
し
い
経
歴
を
も

つ
て
ゐ
る
が
、
此
れ
は
道
慈
が
唐

に
於

い
て

日
本
佛
敷
徒
ご
し
て
萬
丈

の
氣
焔
を
吐

い
た
も

の
で
あ
つ
紀
。
斯

く
の
如
き
優
れ
た
僧
徒
を
既

に
我
が
日
本
佛
敷

史
の
初
期
に
も
つ
と
い
ふ

こ
と
は
注
目

に
値
す

る
ご
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
又

聖
徳

太
子

の
勝
量
経
義
疏
が
、
唐
代

に
傳
は
り
、
天
台
宗
第
六
祀
妙
樂
大
師

の
法
衛
た
る
法
雲
寺
明
空
は

「
勝
髭
経
疏
私
鋤
」

一
雀
を
著
作

し
た
が
、
慈
畳
大
師

入
唐
の
際
、
勝
髭
維
疏
私
鋤

一
巻
を
得
、
我
が
國

に
傳

へ
紀
も
の
が
今
日
な
ほ
現
存
し

て
ゐ
る
こ
と
は
有

名
な
事

柄
で
あ
る
。

日
本
撰
述
の
著
作
に
支
那
の
佛
敷
學
者
が
註
解
を
加

へ
た
こ
と
は
、
東
方

日
本
佛
敷

の
自
奪
心
を
詑
か
め
だ
こ
と
と
考

へ

ら
れ
る
。

(
、ノ
)

大
安
寺
造
螢
と
大
安
寺
大
般
若
経
會

日
本
書
紀
の
筆
録
に
墾
與

し
、
愚
志

一
巻
を
薯
述
し
た
道
慈
は
、
佛
敷

の
政
治
的
地
位

の
確
立
、
佛
敏

の
興
隆
運
動
を
開
始
し
詑

の

で
あ
る
が
、
此
の
こ
と
は
養
老
期
ま
で
か
な

り
不
遇
の
地
位

に
置
か
れ
て
來
た
佛
激
界
に
と

つ
て

一
つ
の
飛
躍
登
展
を
途
げ
し
め
る
も

の
で
あ
つ
た
と
言

ひ
得
よ
う
。

此
の
意
味
に
於

い
て
蓮
慈

の
蹄
朝
を
迎

へ
た
養
老
期
は
、
上
代
佛
敷
史

の
展

開
に
劃
期
的

な

一
線

を
引

く
も

の
で
あ
つ
だ
o

而
も
道
慈
が
佛
敷

の
指
導
者
と
し
て
佛
敷

興
隆
運
動

を
開
始
し
た
此
れ
と

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
養
老
元
年
五
月
に
は
弟
子
等
を
牽

ゐ
た
行
基

の
街
箔
傳
這
が
民
間

に
始

め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o
行
基

の
佛
敷
弘
通
運
動
は

「
周
二
遊
都
鄙

一敷
二
化
衆
生

閥、
道
俗
慕
レ
化

追
從
者
、
動
以
レ千
数
O
所
レ
行
之
庭
聞
二
和
爾
來

幅O
巷
元
二
居
人
一〇
孚
來
禮
拝
Q
随
レ
器
誘
導
。
威
趣
=
子
善

一〇
又
親
峯
二
弟
子
等

一〇
於
二
諸

　

要
害
庭

「造
レ橋
築
レ阪
。
聞
見
所
レ
及
威
來
加
Ψ
功
。
不
日
而
成
。
百
姓
至

レ今
蒙
二
其
利
一焉
」
と

い
は
れ
る
運
動
で
あ

つ
た
o
奈
良
朝
佛

教
史
に
於

て
、
道
照
、
道
慈
等
六
人
は

一
流

の
代
表
的
佛
家

で
あ
る
が
、
そ

の
中
道
慈
、
行
基

の
二
人
ま
で
も
殆
ん
ど
同
時

に
活
躍
し



た
養
老
期

は
上
代
佛
教
史
の
展
開
に
於

い
て
重
要
な
る
歴
史
的
意
義
を
持

つ
ご
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
家
永
三
郎
氏
に
よ
れ
ば
、「
文
武
以

後
三
朝

に
於
け
る
佛
敷
興
隆
は
畢
覚
過
渡
期
の
性
質

に
過
ぎ
な

か
つ
た
」
も

の
で
、
「
試
み
に
元
明
天
皇
紀
約
四
百
五
十
條
の
記
事
を
槍

す

る
に
、佛
教

の
記
事
は
僅

か
に
四
條

し
か
見
出
さ
れ
な

い
。
之
を
天
武
持
統
爾
天
皇
紀

の
記
事
約
九
百
條
の
中
か
ら
八
十
鯨
條
の
佛
激

記
事
が
数

へ
出
さ
れ
る
事

ご
樹

比
し
て
見
る
時
、
こ
の
時
代
に
於
け

る
佛
教

の
國
家
的
關
心
の

一
時
著
し
く
後
退
を
籐

儀
な
く
せ
ら
れ39

て
ゐ
た
事
實

を
容
易

に
理
解
す

る
こ
と
が
出
來

る
」
と
な
し
、
「
和
銅
養
老
年
間
に
於
け
る
興
佛
運
動
の
中
衰
」
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、

史
實

を
仔
細
に
槍
す

れ
ば
家
永

氏
の
読
に
封
し
て
異
論

を
さ
し
は
さ
む
絵
地
が
あ
る
。
な
ほ
家
永
氏
の
此
の
論
文
は
大
類
伸
博

士
が
、

「
思
想
や
精
紳
や
精
棘
運
動
の
展
開
を
、
當
時
の
政
治
叉
は
肚
會
生
活
の
推
移
と
の
密
接
な
關
係
に
於
て
考
察
し
た
も
の
で
、
其
の
態
度
は
正
に
雁
皮
的

特
に
精
神
史
的
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
。
そ
れ
に
依
つ
て
我
等
が
知
り
得
る
塵
は
、
或
る
思
想
の
具
膿
的
内
容
の
読
明
よ
り
も
,
其

の
思
想
の
背
景
を
な
せ
る

當
時
の
生
活

一
般
の
動
き
で
あ
る
。
或
は
又
時
代
か
ら
時
代

へ
の
佛
教
蓮
動
の
獲
展
過
程
を
其
の
盛
衰
消
長
の
各
段
階
に
於
て
明
か
に
し
た
も
の
で
、
正
に

40

佛
教
運
動
の
静
的
な
歴
史
叙
述
を
著
し
く
動
勢
化
し
た
も
の
と
云
ぴ
得
る
」

と
稽
讃
せ
る
如
く
、
吾
人
も
氏
の
劣
作
に
深
く
敬
意

を
表
す

る
o
た
だ
、
元
明
天
皇
紀
は
言

ふ
ま
で
も
な
く
績
紀
の
記
載

に
属
し
、
天
武

持
統
雨
天
皇
紀
は
書
紀

の
記
載

に
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
績
紀
と
書
紀
の
編
纂
方
針

の
相
違
を
考
慮

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

す
、
輩

に
佛
教
繭
係
條
数

の
比
率

の
多
少
を
以
て
當
時
代
の
佛
敷
興
隆
運
動
の
盛
衰
を
論
す
る
こ
と
は
果
し
て
正
し
い
史
的
考
察
の
方

法

と
言

ひ
得

る
で
あ
ら
う
か
o

さ
て
先
に
も
述

べ
た
如
く
、
養
老
か
ら
天
李
十
五
年
頃
ま
で
の
行
基

の
活
動

は
、
民
間

に
於
け
る
傳
道
及
び
肚
會
事
業

に
專
.進
し
た

も

の
で
あ
つ
た
。
從

つ
て
養
老

か
ら
天
李
に
か
け

て
官

の
佛
教

の
推
進
者
と
な

つ
π
佛
家
は
道
慈

を
以

て
第

一
と
す

る
の
で
あ
る
。

道
慈

の
活
動
は
次
に
大
安
寺

の
移
建
造
螢

に
於

て
見
ら
れ

る
。
大
安
寺

の
李
城
京
移
建

の
年
代
に
就

い
て
は
、
既

に
卒
子
鐸
嶺

氏
の

井
上

道

慈

の

業

績

一
五
三
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皐
武
天
皇
天
李
元
年
遷
移
説
が
あ
つ
た
が
、
竹
島
寛
氏
は
卒
子
氏
の
天
李
元
年
説
の
信
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
和
銅
三
年
移

42

建
説
を
樹
立
し
た
。
竹
島

氏
の
論
述
を
摘
要
す

る
と
、
先

づ
和
銅
三
年
移
建

の
こ
ご
を
明

記
せ
る
古
書
は
極

め
て
多

く
、
大
安
寺
碑
文
、

大
安
寺
縁
起
、
今
昔
物
語
、
扶
桑
略
記
、
七
大
寺
巡
禮
私
記
、
東
大
寺
要
録
、
諸
寺
縁
起
集
等

に
及

ぶ
こ
と
、
次

に
、
大
安
寺
の
寺
格

を
考

へ
る
に
奈
良
朝
以
前
よ
り
第

一
位

の
官
寺
で
あ
り
、
皐
武
天
皇
勅
願
の
東
大
寺

が
天
下
第

一
位
の
首
座
を
占
め
る
に
至

る
ま

で
第

一
流

の
寺
院
で
あ
つ
た
大
安
寺
は
、
和
銅
遷
都

の
際
奮
都

の
大
寺
院
を
李
城
京
に
移
轄
せ
し
め
る
計
書

が
起
つ
た
と
き
當
然
第

一
に
移

し
始

め
ら
れ
る

べ
き
で
あ

つ
て
、
も
し
天
李
元
年
に
移
建
せ
ら
れ
た
と
す

る
な
ら
ば
、
和
銅
三
年
李
城
京
遜
都

の
年
に
移

さ
れ
花
興
輻

寺
よ
り
遅
れ

る
こ
と
十
九
年
、
養
老

二
年

に
移
さ
れ
た
法
興
寺
及
び
藥
師
寺
よ
り
後
れ
る
こ

ご
十

一
年
に
し
て
、
漸
く
新
京
に
移

つ
た

わ
け
で
あ
つ
て
、

絵

り
に
大
安
寺
を

閑
却
し
て
ゐ
紀
こ
と
に
な
り
、

此
の
鮎

か
ら
考

へ
て
も

和
銅
三
年
遷
徒
建
立
の
読
が
要
當

で
あ

る
、
と
言

ふ
の
で
あ
る
。

43

然

る
に
更
に
編
山
敏
男
博
士
は
難
鎚

二
年
五
月
辛
卯
移
建
説
を
提
出
し
た
。
輻
山
博
士

に
よ
れ
ば
、

一
番
古

い
大
安
寺
碑
文

の
和
銅

三
年
遷
造
説
は
、
恰
も
興
福
寺

の
和
銅
三
年
建
立
説
が
誤
つ
て
言
ひ
始

め
ら
れ
た
如
く
、
李
城
遷
都
の
年
に
漫
然

と
結
び
つ
け
た
説

の

や
う
で
あ
り
正
し
い
史
實
と
は
見
難
い
o

か
く
て
績
紀
霊
覇

二
年
五
月
辛
卯
條
の

「
始
徒
建
元
興
寺
干
左
京
六
條

四
坊
」
な
る
記
事

に

注
目
し
、
現
在
の
遺
跡

に
依

て
知

る
如
く
、
左
京
六
條
四
坊

は
奈
良
朝
以
來
の
大
安
寺

の
所
在
地
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
、
元
興
寺
も

大
安
寺
も
共
に

「
大
寺
」
ご
呼
ば
れ

て
ゐ
た
た
め
に
、
前
記
績
紀
雲
鎚

二
年
五
月
辛
卯
條

の
記
事
は
そ
の
原
史
料

に
大
安
寺
の

こ
と
を

當
時
通
用

の
呼
稽

に
從

つ
て

「
大
寺
」
と
記
し
、

「
始
徒
建
大
寺
子
左
京
六
條
四
坊
」

の
如
き
形

で
正
し
く
大
安
寺
遽
都
着
手
の
時

日

を
示
し
て
ゐ
た
の
を
、
績
紀
編
者

が

「
大
寺
」

を
飛
鳥
寺
ご
速
断
し
て

「
元
興
寺
」
と
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
の
で
あ
る
。

竹
島

氏
の
和
銅

三
年
移
建
説
は
、
多

く
の
古
書

に
擦

つ
た
け
れ
ど
も
、
そ

れ
ら

の
史
料
は
い
つ

れ
も
李
安
朝
中
期
以
降

の
も
の
で
あ



る
こ
ご
、
ま
た
そ
の
和
銅

三
年
移
建
が
ど

こ
ま
で
も
要
當

で
あ
る
と
い
ふ
範
園
を
出

で
な

い
も
の
で
、
何
ら
積
極
的
な
根
擦
を
存
し
て

ゐ
な

い
こ
ご
、
は
氏
の
説
の
根
擦
薄
弱
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
吾
人
は
更

に
根
本
的
な
史
料
た
る
績
紀

の
記
事
批
判
で
固
め
起
幅
山
博

士

の
雲
霜

二
年
五
月
移
建
説

に
從
ふ

べ
き
で
あ
ら
う
。

さ
て
道
慈

は
入
唐
中
に
止
宿
し
だ
西
明
寺
伽
藍
結
構

の
圖
を
作
製
し
、
蹄
國
後
は
此
の
寺
圖
に
よ
る
伽
藍
造
立
を
果
さ
ん
こ
ご
を
宿

念

と
し
て
、
西
明
寺
圖
を
携

へ
て
養
老
二
年
蹄
朝
し
た
が
、
此
れ
よ
b
先
、
雲
轟

一
一
年
五
月
高
市

か
ら
卒
城
京

へ
移
建

に
着
手
し
て
ゐ

陀
大
安
寺
造
螢
監
護

の
事
を
勾
當
す

べ
き
勅
を
受

け
、
道
慈
は
西
明
寺
圖

の
規
式
に
從

つ
て
此
れ
が
螢
造
を
果
し
、
そ
の
技
工
優
れ
て

巧
妙

に
し

て
天
皇
の
御
満

足
を
得
た
の
で
あ
る
。
輻
山
博
士
は
、
大
安
寺
碑
文

に
言

へ
る
和
銅

三
年
移
建
を
史
實
と
見
難

い
や
う

C
あ

る
と
述

べ
、
溢
慈

の
修
造
ま
で
も

否
定

し
た
の
で
あ
る
が
、

道
慈
が
大
安
寺
遷
造
に
實
際
當

っ
た

こ
ご
鳳

懐

風
藻

の
道
慈

の
傳
記
に

「
造
大
安
寺
」

と
あ
り
、
績
紀

の
道
慈

の
傳
記
に

「
遷
二
造
大
安
寺
於
李
城

一、
勅
二
法
師

一勾
二當
其
事

喝、
法
師
尤
妙
二
工
巧

一。
構
作
形
勢

　

皆
票
其
規
模

一〇
所
レ
有
匠
手
莫
レ
不
二
歎
服

一焉
」
と
言
ひ
、

ま
た
績
紀
天
李
九
年
四
月
壬
子
條
に

「
律
師
遁
慈
言
、
道
慈
奉
二
天
勅
一住
二

大
安
寺

一
、
修
造
以
來
、
於
二
此
伽
藍

一恐
レ
有
二
災
事

一。
私
請
二
浄
行
僧
等

一、
毎
年
令
レ
輔
二
大
般
若
経

一
部
六
百
巻

一」

と
明
記
し
て
ゐ
る

ε

こ
ろ
で
あ

つ
て
、
否
定
す

べ
き
も

の
で
は
な

い
。

さ
う
し

て
道
慈
が
大
安
寺
造
螢
監
護
の
事

を
勾
當
し
た
の
は
、
彼
が
蹄
朝
し
た
養
老

二
年
十
二
月
以
後

で
あ
る
こ
と
は
言

ふ
ま
で
も
な

い
が
、
天
李
元
年

に
彼
が
律
師
に
任
せ
ら
れ
た
の
は
、
或
ひ
は
彼

の
大
安
寺
修
造

の

功
績

に
報

い
た
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
、
養
老

二
年
以
後
、
天
卒
元
年
以
前

の
こ
と
で
は
な
か
ち
う
か
と
思
ふ
。

鼓
で
道
慈
が
修
造
し
た
大
安
寺
の
寺
格

に
就

い
て
考

へ
て
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
既

に
竹
島
氏
が
指
摘
し
た
通
り
、
書
紀
、
績
紀

を
槍
す

る
に
、
奈
良
朝
以
前
か
ら
東
大
寺
創
建
ま

で
大
安
寺
は
當
時
第

一
位

の
官
寺

で
あ
つ
た
。

の
ち
に
天
李
十
五
年
、
聖
武
天
皇
が
天

下
第

一
の
東
大
寺
大
佛
造
立

の
詔
を
登
し
給
う
た
と
き
、
そ

の
造
螢
渤
進

の
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
行
基
が
、
天
李
十
七
年
大
信
正

に
任

井
上

道

慈

の

業

績

一
五
五
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五
六

せ

ら
れ
、
佛

家

と

し
て

の
最

高

の
政
治

的

地
位

に
立

っ
た

こ

ε
を
撃

照
し

て
見

れ
ば
、
第

一
位

の
大

安
寺

造
螢

の
勅

を
奉
行

し
、
そ

れ
以

來

勅

に
よ

つ
て
此

の
大

安
寺

に
住

し

た
道

慈

の
佛
教

界

で
占

め

た
地
位

が
第

一
流

で
あ

つ
た

こ
と

は
容

易

に
理
解

出
來

る
と
思

ふ
o

大

安
寺

に
止
住

し

た

道

慈

は
佛

敷

の
護

國

を
強
調

し

て
ゐ

る
。

績

紀
天

李
九

年
四

月
壬
子

條

に
、

律
師
道
慈
言
、
道
慈
奉

二
天
勅
一佳
二
此
大
安
寺

一。
修
造
以
來
、
於
二
此
伽
藍
一恐
レ有
二
災
事
「、私
請
二浮
行
僧
等

唄、毎
年
令
レ
輻
二
大
般
若
維

一
部
六
百
巻

一。

因
レ此
。
雄
レ有
二
雷
聲

喝、無
レ
所
二災
害
一、請
自
レ今
以
後
,
撮
二
取
諸
國
進
調
庸
各
三
段
物

一以
充
二
布
施

唄、
請
二
僧
百
五
十
人
一令
レ
韓
二
此
経

一、伏
願
、

護
持
鎭
國
挙
二
安
聖
朝

一、
以
二
此
功
徳

一求
爲
二
恒
例

一。
勅
許
レ
之
、

と
あ
り
、
即
ち
道
慈

が
そ
れ
ま

で
私

に
大
般
若
経
を
毎
年
,輔
讃

し

て
來

た
も
の
を
公
の
法
會
と
し
て
永
久
に
制
度
化
せ
ら
れ
ん
こ
と
を

請
う
て
聖
武
天
皇
の
勅

許
を
得

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
大
般
若
経

の
轄
讃
は

「
護
持
鎭
國

李
二
安
聖
朝

唱」

の
た
め
で
あ
り

「
災
事
」

「
災
害
」
を
除

く
た
め
で
あ

つ
た
。
道
慈
が
蹄
朝
し
た
頃

の
我
が
國

の
佛
教

が

「
護
二
國
土
一」
「
利
二
人
民

し

と

い
ふ
貼

か
ら
は
遠

い
も

の
で
あ
り

「
虚
設
」

で
あ

つ
た
の
で
道
慈
は
此
の
鮎

に
關
す
る
不
満

を
彼
の
愚
志

の
中

に
述

べ
た
の
で
あ
る
が
、
天
李
九
年

の
此

の
奏

請
は
佛

教
を
護
國

の
正
法
と
し
て
樹
立
せ
ん
と
す
る
意
圖
を
貫

い
た
も
の
で
あ

つ
た
。
大
般
若
経

に
は
此
の
経
を
讃
諦
念
言
す

れ
ば
悪

魔

が
退
散
す

る
ε
い
ふ
こ
と
を
説

い
て
ゐ
る
o

た
と

へ
ば
岩
第
百
五
、
初
分
校
量
功
徳
品
第
三
十
之
三

の
文

の
如
き
は
、
そ

の

一
例
で
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あ

る
が
、
此

の
時

の
道

慈

の
奏

請

は
聖
武

天
皇

の
勅

許

を
得

て

「
大
安
寺

大

般
若

経
會
」

と

し

て
官

制

と

な

つ
た
も

の

で
あ
る

が
、
此

の
法
會

に
關
す

る
官
制

は
玄
蕃
式

に
、

凡
大
安
寺
大
般
若
経
會
、
悔
年
四
月
六
七
雨
日
請
二
僧

一
百
五
十
ロ
一、輻
二
讃
.大
般
若
経

鴨。
其
施
物
、
三
寳
懸
光
絢
、
髪
料
曝
布
九
尺
、
木
綿
三
分
、
衆

僧
別
絹

一
疋
、
布
施
用
二
本
寺
物
}。
供
養
用
二
官
物
一。
供
養
歎
見
二
主
規
大
膳
式
一。

雅
樂
式

に
、



大
安
寺
四
月
六
七
爾
日
大
般
若
會
、
官
人
史
生
各

一
人
率
二樂
人
等
一
供
奉
。

主

税
式

に
、

凡
十
五
大
寺
其
號
見
二
玄
蕃
式
一。
安
居
供
養
料
米
、
寺
別
廿

一
石
六
斗
三
升
七
合
。
但
大
安
寺
加
二
大
般
若
維
會
料
六
石
八
斗
一、
並
當
國
春
二
正
視

喝逡
之
。

其
春
蓮
功
亦
用
一一正
税

N。

大

膳
式

に
、

大
安
寺
讃
二
大
般
若
経

軸齋
會
供
養
料
、
佛
聖
已
下
座
別
日
盤

一
合
三
勺
、
醤
二
合
五
勺
八
撮
、
未
醤

一
合
二
勺
八
撮
、
酢
七
勺
、
紫
菜
、

大
凝
菜
各
三

分
、
海
松

一
爾
、
海
藻

二
爾
…、
芥
子
二
勺
。

造
酒
式

に
、

大
安
寺
四
月
大
般
若
経
御
齋
會
供
養
料
、
酢
二
斗

一
升
二
合
八
勺
、
信
百
五
十
ロ
。
供
料
寺
使
來
受
。
聖
神
寺
佛
聖
二
座
、

一
季
供
養
料
、
酢
二
斗
六
升

四
合
、
常
住
寺
准
レ之
。
並
寺
使
來
受
、

と
見

え
、

天

李
十
九

年

大

安
寺

資
財

帳
も

ま

た
大

般
若

輕
會

の
た

め
に
用

ひ
る

調
度

の
種

類
を
掲

げ

て
、

合
大
般
若
會
調
度

額
捌
條

一
條
佛
殿
前
繍

佛
懸
緑
綱
難
條

紺
布
帳
陸
張

布
縄
壷
拾
参
條

経
壷
威
足

机
陵
足

一
條
中
門

二
條
東
西
小
門

緋
緬
帳
壷
條

細
布
帳
豊
張

佛
懸
横
木
試
枚

高
座
武
具

禮
盤
坐
威
具

井
上

道

慈

の

業

績

四
條
,東
西
廉

廊

一
五
弼
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簾
戴
枚
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と
記
し
て
ゐ
る
。
吾
人
は
鼓

に
佛
敢

の
祭
儀
が
國
家
的

法
會
と
し
て
官
制
と
な

つ
た
具
髄
的

な
事
實
を
見
る
こ
と
が
出
來

る
の
で
あ
つ

て
、
道
慈

の
蹄
朝
以
前

に
は
、
信
尼
令
等

に
佛
敢
法
會

に
關
す
る

國
家
的
規
定

が

殆
ん
ど
見
ら
れ
な
か

つ
た

事
實

と
封
照
す
る
な
ら

ば
、
大
安
寺
大
般
若
経
會

は
佛
殺
興
隆
の
事
實
と
し
て
注
意
す

べ
き
事
件

で
あ

り
、
且

つ
ま
だ
そ
れ
は
道
慈

の
佛
敢
興
隆
運
動
の
結
實

を
示
す
も
の
で
あ

つ
た
o

(
二
)

大
極
殿

に
於
け

る
最
勝
王
経
講
説

天
季
九
年
四
月
の
道
慈
奏
請
に
よ
る
大
安
寺
大
般
若
會

の
勅
許
よ
り
も
更
に
注
目
す

べ
き
道
慈
の
佛
敢
興
隆
運
動
は
、
同

じ
天
李
九

年
十
月
丙
寅
金
光
明
最
勝
王
経
を
大
極
殿

に
講
せ
し

め
給
う
た
と
き
、
道
慈
が
そ
の
講
師

の
大
役
を
勤

め
た

こ
と
で
あ
る
。
天
卒
九
年

の
春

か
ら
秋

に
か
け

て
筑
紫

か
ら
蔓
延
し
て
來

た
疫
瘡

が
大

い
に
流
行
し
、
そ
の
は
げ
し
さ
は
績
紀

に
も
そ
の
事
を
記
し
、
殊
に
四
月

十
七

日
に
は
藤
療
房
前
、
七
月
十
三

日
に
は
藤
原
麻
呂

、
同
月
廿
五
日
に
は
藤

原
武
智
麿
、
八
月
五
日
に
は
藤
原
宇
合
が
相
績

い
て
鹿

じ
た
こ
と
は
當
時
の
政
治
肚
會

に
大
き
な
攣
動
と
不
安

ε
を
も
た
ら
し
、
終
に
天
李
九
年
五
月
壬
辰

の
詔

に

　

　

も

　

も

　

も

も

四
月
以
來
、
疫
早
並
行

田
苗
燃
萎
、
由
レ是
。
所
二疇
山
川
一。
奥
二
祭
紳
紙

一。
未
レ
得
二
効
験
「。
至
二
今
猫
苦
。
朕
以
二
不
徳

一實
致
二
鼓
災

一、

と
宣

べ
給

ひ
、
ま

た
同

年
七

月
乙
未

の
詔

に
も
、

ぬ

　

も

も

う

も

も

も

比
來
、
縁
レ有
二
疫
氣
多
獲

喝。
所
二
祭
紳
紙
一。
猴
未
レ
得
レ可
、

と

さ

へ
宣

べ
給

ふ
た

こ
と

は
注
意

す

べ
き
事

で

あ

つ
て
、

か
く

の
如

く
錆

災
護
國

の
要

求

が
熾

烈

と
な

つ
て
、
天

卒
九

年
十

月
大

極
殿



に
於

け

る
道
慈

の
最

勝

王
経

講
説
が

行

は

れ
た

の

で
あ
る
。

即
ち
最

勝

王
経

に
は

、

若
有
二
國
王
一講
二宣
讃
三
諦
此
妙
経
王

一、
是
諸
國
王
、
我
等
四
王
、
常
來
擁
護
行
佳
共
倶
。
其
王
若
有
一二

切
災
障
及
諸
怨
敵

u、我
等
四
王
皆
使
二鴻
珍

一、

憂
愁
疾
疫
亦
令
一一除
差

7、
増
二
盆
壽
命
唱感
慮
頑
鮮
、
所
レ
願
逡
レ心
、
恒
生
二
徽
喜

}、

妬

と

い
ふ
経
説
が
見

ら
れ
る
o
道
慈

が
彼
の
舶
載
し

て
來
た
最
勝
王
経
を
大
極
殿
に
講
説
し
た
此

の
時

の
儀
式

の
盛
大
な
り
し
有
様
は
、

績
紀
に

「
一
同
三
兀
日
一」
「
聴
衆

一
百
、

沙
彌

一
百
」

と
傳

へ
ら
れ
、

帥
ち
朝
廷

に
於
.け
る
元
日
の
節
會

に
等

し
き
盛
儀

で
あ

つ
た
こ

ε
を
見
る
。
な
ほ
、
後
年
天
季
勝
寳
四
年
四
月
東
大
寺
大
佛
開
眼
供
養

の
盛
儀

で
あ

つ
た
こ
と
を
績
紀

に

コ

同
二
元
日
一」

と
記
し
て

ゐ
る
の
ご
同
じ
表
現

で
あ
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
道
慈

の
最
勝
王
脛
講
説

の
盛
儀
は
察
す

る
に
十
分

で
あ
る
o
更

に
道
慈

の
最
勝
王
純
講

説

が
大
極
殿

に
於

い
て
行
ば

れ
た
と

い
ふ
こ
と
は
、
此

の
儀
式

の
意
義
を

一
層
重

く
す

る
も
の
で
あ
る
。
天
武
天
皇
十
年

二
月
甲
子
、

天
皇
、
皇
后
共
に
大
極
殿

に
ま
し
ま
し
て
親
王
、
諸
王
及
び
諸

臣
を
召
し
て
律
令

の
編
纂
を
命
す
る
詔
を
下
し
給
う
た
の
を
は
じ

め
、

同
じ
く
天
武
天
皇
十
年
三
月
丙
戌

、
川
島
皇
子
、
怨
壁
皇
子
等

に
詔
し
て
、
帝
紀
及
上
古
諸
事

の
記
定
を
命
じ
給
う
た
の
も
、
大
極
殿

に
於
い
て
行
は
れ
た
の
で
あ

つ
た
o
ま

虎
即
位

の
儀
式
や
毎
年
正
月
公
郷
百
寮

の
葬
朝

な
ど
、
國
儀
大
禮

は
必
す
大
極
殿
に
於

い
て
行

47

は
れ
た
の
で
あ
り
、
即
オ

「
大
極
殿

は
、
第
二

の
正
殿
」

で
あ

つ
た
o
遣
慈

は
十
七
年
絵

の
在
唐
留
學

の
問
に
唐
室
よ
り
招
請
せ
ら
れ

て
、
義
學
高
僧

一
百
人

の
中

に
選

ば
れ
、
仁
王
般
若
経
を
講
説
し
て
唐
帝

の
優
賞
を
受

け
た
と

い
ふ
輝

か
し
い
纏
歴
を
有
し
て
を
り
、

且

っ
彼
は
最
勝
王
経
の
舶
載
者

で
あ
る
か
ら
最
勝
王
経
に
最

も
通
曉
せ
る
権
威
者
と
な
る
わ
け
で
あ

つ
て
、
大
極
殿

に
於
け

る
最
勝

王

経
講
説

に
あ
た
り
、
道
慈
が
そ
の
講
師

に
選
ば
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
ま
こ
と
に
當
を
得
た
事
柄

で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

此
れ
よ
り
先
、
績
紀
紳
轟

二
年
七
月
戊
戌
條

に
、
諸
寺
院

に
金
光
明
経
叉
は
最
勝
王
経
を
韓
讃
せ
し
め
た
の
が
國
史
に
あ
ら
は
れ
た

最
勝
王
純
信
奉
最
初
の
記
事

で
あ
る
が
、
次

い
で
紳
轟
五
年
十

二
月
己
丑
に
は
、
道
慈
舶
載

の
新
謬
最
勝
王
経
を
全
國
に
書
寓
頒
布

し

井
上

遣

慈

の

業

績

一
五
九
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て
諸
國

に
從
來
あ

つ
た
奮
課
金
光
明
維
に
代

へ
し
め
、
天
李
⊥
ハ
年
十

一
月
戊
寅
、
得
度
制
度
を
確
立
し
た
際
に
、
法
華
経
ま
た
は
最
勝

王
経

一
部
の
闇
諦

と
三
年
以
上

の
浄
行
と
を
必
須
條
件

と
し
て
要
求
し
た
が
、
現
在

、
正
倉
院
文
書

に
牧

め
て
あ
る
三
十
幾
通

か
の
優

婆
塞
貢
進
解
は
天
李
⊥
ハ
年
得
度
制
度

の
要
求
す

る
條
件
を
具

へ
て
法
華
経
と
共
に
最
勝
王
経
の
名
が
必
す
讃
経
項
目
と
し
て
記
載

し
て

あ
り
、
(
此
の
制
度
に
先
立
つ
天
卒
四
年
三
月
廿
四
日
の
僑
智
首
解
及
び
天
雫
六
年
七
月
廿
七
日
の
優
婆
塞
貢
進
解
に
於
い
て
も
既
に
同
様
の
趣
が
見
え
る
)

天
李
九
年
八
月
壬
寅
、
四
畿
内

二
監
及
び
七
道
諸
國

に
命
じ
て
最
勝
王
経
を
讃
ま
し

め
、
同
じ
八
月
丙
辰

に
天
下
太
李
國
土
安
寧
の
た

め
宮
中
十
五
慮
に
僧
七
百
人
を
請
じ
て
大
般
若
輕
と
共

に
最
勝

王
経
を
輔
讃
せ
し
め
て
ゐ
る
。

此
れ
ら
は
い
つ
れ
も
最
勝
王
経
を
舶
載

し

て
來
た
道
慈
が
敷
界

の
指
導
的

地
位
に
立

つ
て

「
護
二
國
土

一」
、
「
利
二
人
民

し
、
「
護
持
鎭
國
李
二
安
聖
朝

M」

の
佛
敷
を
樹
立
せ
ん
と

し
て
努
力
し
た
あ
と

の
あ
ら
は
れ
で
あ

つ
た
と
考

へ
ら
れ
る
。
最
勝
王
経
の
か
く
の
如
き
熾
烈
な
信

仰
は
終
に
高

ま

つ
て
天
李
九
年
十

月
道
慈
の
大
極
殿
講
説

ご
な

つ
た
の
で
あ
る
。

日
本
佛
敷
史
に
於
け
る
國
家
的
法
會
の
中

で
最
も
重
き
儀
式
と
さ
れ
る
「
御
齋
會
」
の
起
源

に
就

い
て
、
塔
嚢
抄
は
「
三
會

ト

ハ
何
ゾ
」

の
項

に
、

興
福
寺
維
摩
會
、
藥
師
寺
最
勝
會
、
大
極
殿
御
齋
會
也

く中
略
)
大
極
殿
ノ
御
齋
會

ハ
稻
徳
天
皇
帥
護
景
雲
四
年

昌
始
所
也
、

と
言
ひ
、
今
昔
物
語
は
、

今
昔
。
高
野
姫
ノ
天
皇
ト
申
ス
帝
王
御

マ
シ
ケ
リ
。
…
…
高
野
姫
ノ
天
皇
紳
護
景
雲
二
年
ト
云
フ
年
ノ
正
月
ノ
後
七
日

二
。
此
會
ヲ
始
メ
置
キ
給
フ
。

娼

此
レ
ヲ
御
齋
會
ト
云
フ
ト
ナ
ム
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
、

と
言

ひ
、
公
事
根
源
は
御
齋
會

の
項

に
、

是
は
大
極
殿
に
て
、
八
日
よ
り
十
四
日
ま
で
、
七
ケ
日
の
間
、
最
勝
王
経
を
講
ぜ
ら
れ
て
、
朝
家
を
所
申
侍
な
り
。
此
経
と
り
分
國
家
を
護
持
す
る
功



能
あ
る
に
よ
り
て
、
荒
玉
の
年
の
始
に
は
、
先
講
ぜ
ら
る
、
に
や
。
天
準
元
年
十
月
に
、
大
極
殿
に
て
講
ぜ
ら
る
、

ざ
言

ひ
、
説
が
分
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
経
典
講
説

に
は
新
鐸
最
勝
王
経
を
用
ひ
、
そ
の
時
期

は
正
月
に
行
は
れ
て
御
齋
會
の
形
式
が
整

つ
た
の
は
、
綾

紀
帥
護
景
雲
元
年
入
月
癸
巳

の
詔

に
、

復
去
正
月
爾

一
七
日
之
間
、
諸
大
寺
乃
大
法
師
等
乎

奏
請
艮
倍
天
最
勝
王
経
乎
令
講
讃
末
都
利
、

ε
あ
る
の
を
以

て
文
献
上
の
初
見
と
す

る
か
ら
、
御
齋
會

の
始
ま

つ
た
の
は
稽
徳
天
皇
淋
護
景
雲
元
年
正
月
で
あ
ら
う
。
天
武
天
皇
九

年
五
月
乙
亥
朔
の
金
光
明
維
講
説

は
、
書
紀
に
は
た
だ

「
是
日
、
始
説
二
金
光
明
経
子
宮
中
及
諸
寺

一」
と
記
す

の
み
で
あ

つ
て
、
講
説

場
所
が
大
極
殿
な
り
し
や
否
や
明
か
で
な

い
の
み
な
ら
す
、
講
説
輕
典
も
新
謬
最
勝
王
経

で
は
な
く
、
奮
課
金
光
明
輕

で
あ

つ
て
、
此

の
時

の
講
説
に
重
要
な
る
意
義
を
認

め
る
こ
と

は
出
來
な

い
。
天
李
九
年
十

月
の
道
慈
の
講
説
が
大
極
殿

で
行
は
れ
新
課

最
勝
王
経
を

講
じ
た
こ
♂
、
そ

の
法
會

の
盛
儀
は

「
朝
廷
之
儀

一
同
三
兀
日
唱、
」
「
聴
衆

一
百
、
沙
彌

一
百
」

と
い
ふ
意
義
深

き
も
の
で
あ

つ
た

こ
ご

な
ど
を
考

へ
る
ε
御
齋
會

の
起
源
は
天
牟
九
年
道
慈

の
最
勝
王
輕
大
極
殿
講
説
に
置

く

べ
き
で
あ
ら
う
。

御
齋
會

の
法
會
に
關
す

る
詳
細

な
る
規
定
は
儀
式
及

び
延
喜
式

に
数
多
く
見
え
る
が
、
此
の
法
會
の
際
に
は
天
皇
大
極
殿

に
御
し

て

講

を
聴
き
給

ひ
、
皇
太
子
親
王
大
臣
公
郷
共
に
列
坐
す

る
。
結
願

の
日
は
天
皇
そ
の
講
師
及
び
聴
衆
を
宮
中
に
請
じ
入
れ
て
布
施
供
養

を
下
し
給
ひ
、
講
師
を
高
き
床

に
居
ら
し

め
て
天
皇
禮
葬
し
給
う
た
。
此
れ
最
勝
王
経
の
所
説

に
從

ふ
の
で
あ
る
o

さ
れ
ば
講
師
の
榮

碁
之

に
過
ぎ
る
も
の
は
な
か

つ
た
o

毎
年
十

月
興
輻
寺
維
摩
會

は
、
諸
宗
信

の
學
業
優
長
に
し
て
五
階
を
果

し
た
者
を
講
師

ビ
し
、
明
年

正
月
大
極
殿
御
齋
會

は
、
此
の

興
奪

維
摩
會
謙

を
歴
任
し
薯

を
以
て
講
師
の
幕

と
し
・
三
月
藥
師
叢

讐

の
藷

笑

極
殿
御
蓉

の
講
師
を
請
⑳

此

井

上

遇追

慈

の

血栗

,績

一
六

一
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よ

　
り

　
り

の
三
會

の
講
師
を
純
る

こ
と
は

「
信
中
大
業
」

ε
言
は
れ
、
信
綱

に
任
せ
ら
れ
る
資
格
ε
せ
ら
れ
た
O
御
齋
會
が

「
崇
朝
之
講
」

と
言

は
れ
る
重
大
な
儀
式
で
あ
り
、
後
年
な
が
い
傳
統
を
も

つ
御
齋
會

の
起
源
と
な

つ
た
も

の
が
道
慈

の
最
勝
王
羅
講
説
で
あ
つ
た

こ
と
を

考

へ
て
見
れ
ば
、

日
本
佛
殺
史

に
於
て
道
、慈

の
占

め
る
地
位
も

お
の
つ
か
ら
理
解
出
來

る
で
あ
ら
う
o

さ
れ
ば
虎
關
師
錬

は
そ
の
元
亨

鐸
書

の
遣
慈
傳
に
、

最
勝
會
者
宮
中
法
事
之
第

剛
也
、偉
哉
、其
儀
同
三
兀
日
一焉
、
於
此
慮
レ見
二
吾

聖
武
大
帝
蹄
崇
之
專
豊
一突
。
錐
一一南
梁
孝
武
、
北
齊
文
宣
哺、不
レ
能
レ歓

耳
。
慈
公
高
鋸
二
主
席
「、
其
人
可
レ
識
、
況
天
平
之
聞
、
英
俊
森
列
乎
、

ε
賛
を
述

べ
て
ゐ
る
o五

國
分
寺
創
建
の
建
策

道

慈

が
新

課

金
光

明
最

勝

王
経

を
舶
載

す

る
以
前

に
も
、

奮
鐸
金

光

明
纒

の
信
奉

せ

ら
れ

た
史
實

は
、

天
武

天
皇
五

年
十

一
月
甲
申

に
使

を
四
方

の
國

に
派

邉

し
て
金

光

明
経

を
説

か
し

め
給

う
た

の
を
最

初

ε
し
て
、
書

紀

績
紀

に

は
左

の
如

く
見

吏

る
。

天
武
天
皇
九
年
五
月
乙
亥
朔

是
日
、
始
読
二
金
光
明
維
干
宮
中
及
諸
寺
㌔

天
武
天
皇
朱
鳥
元
年
七
月
丙
午

請
輔二

百
僧

一、
讃
二
金
光
明
経
於
宮
中

一。

持
統
天
皇
六
年
閏
五
月
丁
酉
、
詔
令
二
京
師
及
四
畿
内

一。
講
二
設
金
光
明
経
一〇

持
統
天
皇
八
年
五
月
癸
巳
、
以
二
金
光
明
経

一
百
部
一邊
一一置
諸
國

一。
必
取
二
侮
年
正
月
上
玄

一讃
之
。
其
布
施
以
二當
國
官
物

一充
之
。

持
統
天
皇
十
年
十
二
月
己
巳
朔
、
勅
旨
講
二
讃
金
光
明
経
㌔
毎
年
十
二
月
晦
日
、
度
二
浮
行
者

一
十
人

一。

大
寳
二
年
十
二
月
乙
巳
、
太
上
天
皇
不
豫
。
大
二
赦
天
下

N、
度
二
一
百
人
出
家

蝋。令
三
四
畿
内
講
一一金
光
明
経

　。



大
寳
三
年
七
月
壬
寅
、
令
下
二
四
大
寺
一護
中
金
光
明
輕
㌔

慶
雲
二
年
四
月
壬
子
、
詔
日
。
験
以
一一菲
薄
之
躬
㍉

託
ご
干
王
公
之
上
一、
不
レ
能
下
徳
感
二
上
天
一仁
及
中
黎
庶
上
。
遽
令
下
ご陰
陽
一錯
謬
、
水
旱
失
レ時
、

年
穀
不
レ
登
、
民
多
中
茱
色
㌔

毎
レ
念
二
於
此
一側
二
恒
於
心
一。
宜
レ
令
下
五
大
寺
護
二
金
光
明
経
一、
爲
ヒ
レ救
二
民
苦
一。
天
下
諸
國
。
勿
レ
牧
二
今
年
墾
視
之

利
鱒、
井
減
二庸
牟
㌔

然

る
に
沸
轟
五
年
十

二
月
乙
丑
に
至
b
、
諸
國
が
從
來
有
し
て
ゐ
た
奮
課
金
光
明
経

に
代

へ
て
新
繹
金
光
明
最
勝
王
経
を
以

て
せ
ら
れ

た
の
は
、
養
老

二
年
十

二
月
蹄
朝
し
た
道
慈
が
新
繹
経
典
を
舶
載
し
た
た

め
で
あ
ら
う
。

且
つ
前
に
記
し
た
通
り
、
道
慈

の
佛
敷

は
密

激

の
初
蓮
を
開

い
セ
も
の
で
あ

つ
た
が
、
奮
鐸
金
光
明
維

に
代

へ
る
に
新
課
最
勝

王
経
を
以
て
し
た
官

の
佛
敷

に
密
藪
要
素
の
多

い
事

情

は
道
慈
と
深
き
關
係
が
あ
る
ビ
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

さ
て
最
後

に
道
慈

が
國
分
寺
創
建
事
業
に
與

つ
詑
功
業
に
就

い
て
述

べ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
國
分
寺
創
建

の
年
代
に
關
し

て
從
來
諸

説

の
圭
張
す

る
ご
こ
ろ
は
種

々
で
あ
る
が
、
私
は
最
近
に
明
快
な
る
論

噺
を
下

さ
れ
た
家
永
三
郎
氏
の
説
に
從

ふ
べ
き
で
あ
る
と
考

へ

る
。
帥
ち
天
李
九
年
三
月
丁
丑
の

「
毎
レ
國
令
下
造
二
鐸
迦
佛
像

一
躯
、
挾
持
菩
薩

二
躯

一、
粂
寓
中
大
般
若
輕

一
部
と

と

い
ふ
詔
は
國
分

52

寺
創
建

の
詔
で
あ

つ
た
O

し
か
し
天
卒
九
年

に
は
、
國
分
寺

は
未
だ

「
金
光
明
四
天
王
護
國
之
寺
」
、
「
法
華
滅
罪
之
寺
」
の
名
を
稽

へ

て
ゐ
な

い
こ
ビ
を
注
意
し
て
置
く
必
要

が
あ
る
。

類
聚
三
代
格
所
股

の
勅
に
從

へ
ば
、
天
李
十
三
年

二
月
十
四
日
、
國
分
寺

に
金
光
明

最
勝
王
経
、
妙
法
蓮
華
経

一
部
と
、
ま
た
別
に
金
字
金
光
明
最
勝

王
輕
を
書
寓
安
置
せ
し

め
て
、
鼓

に
國
分
寺
は

「
金
光
明
四
天
王
護

國
之
寺
」
、
「
法
華
滅
罪
之
寺
」

こ

い
ふ
名
稽
を
負
は
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

國
分
寺
建
立
の
大
事
業
は
、

い
ふ
ま

で
も
な
く
聖
武
天
皇

の
御
登
願
に
か
か
b
、
光
明
皇
后
ま
た
此

れ
を
勧

め
給
う
た

こ
と
は
、
績

53

紀

に

「
創

建

東
大
寺
及
天
下
國
分
本

一者
、

本
太
后

(
光
明
皇
后
)
之
所
レ
勧
所
也
」
と
記
す

ε
こ

ろ
か
ら
も

察
せ
ら
れ
る
が
、
殊
に

井

上

道

慈

の

業

績

一
六

三
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唐

に
は
見
ら
れ
な
か

つ
た
國
分
尼
寺
を
國
分
僧
寺

ご
並
び
建
立
せ
し
め
給
う
た

こ
と
は
光
明
皇
后

の
御
願
意

の
あ
ら
は
れ
で
あ
ら
う
o

し
か
し
、

そ
こ
に
は
ま
た
國
分
寺
創
建

の
事
業
を
建
策
し
、

そ
の
事
業
を
翼
賛
し
た

信
徒
の
存
す
る

こ
と
を

考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o
道
慈

こ
そ
は
・即
ち
そ
の
佛
家

で
あ

つ
た
o

そ
の
こ
と
は
次
の
諸
貼
か
ら
立
諮
す
る
こ
と

が
出
來
る
。

(
第

一
)

天
李
九
年
四
月
壬
子
、
遣
慈

は
彼
が
そ
れ
ま
で
私
的

に
大
安
寺

に
於

い
て
護
國
穰
災

の
た

め
大
般
若
経
を
毎
年
轄
讃
し
て

來
た
も

の
を
公
的
な
國
家

の
法
會
と
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
請
ひ
、
聖
武
天
皇
の
勅

許
を
蒙

り
、

そ
れ
が
後
年
な
が
く
大
安
寺
大
般
若
輕
會

ε
し
て
恒
例
の
法
會
と
な

つ
た
。
此

の
勅
許

の
す
ぐ
前
月
で
あ
る
天
李
九
年
三
月
丁
丑
、
國
分
寺
創
建
の
詔
を
以

て
、
書
寓
を
命
せ
ら

れ
た
維
典

は
同
じ
く
大
般
若
経
で
あ

つ
だ
。
同
じ
く
大
般
若
経
を
輔
護

の
資

こ
し
た
黙
に
於

い
て
、
道
慈

の
大
安
寺
大
般
若
會
宜
制
化

奏
請

の
勅
許

ご
國
分
寺
創
建

の
詔
登
布

と
は

密
接
な

關
係
を
持

つ
。

ま
た
大
般
若
経
は
特

に
三
論
宗

で

重
ん
せ
ら
れ
る
経
典

で
あ
る

が
、

道
慈
は

「
渉
二
駆
維
典

一、
尤
精

二
三
論

一」
と
言
は
れ

て
ゐ
る
如
く
、
三
論
暇
學
を
殊
に
專
門

ご
し
た
こ
ご
、
書
紀
佛
敢
傳
來

の
記
載

を
筆
録
す

る
に
あ
た
つ
て
大
般
若
輕
を
引
用
改
作
し
て
ゐ
る
こ
ご
、
養
老

二
年
道
慈

の
蹄
.朝
後
、
天
拳
に
か
け
て
敷
界

に
於
け
る
第

一

流
の
地
位
に
立

つ
た
者
が
蓮
慈

で
あ
つ
た
こ
と
,
此
れ
ら
の
諸
事
情
を
考
慮

し
て
見
れ
ば
、
此
の
天
李
九
年
三
月
丁
丑
國
分
寺
創
建

の

詔
登
布
に
道
慈

の
建
策
が
有
力

に
動

い
て
ゐ
る
ご
考

へ
ら
れ
る
。

(
第

二
)

天
李
十
三
年

「
金
光
明
四
天
王
護
國
之
寺
」

ご
聡
せ
ら
れ
る
國
分
寺
建
立
事
業

の
建
策
者
は
、
即
ち
最
勝

王
経
を
我

が
國

に
舶
載

し
、
最
勝
王
輕
護
諦
弘
通
に
努
力

し
、
最
勝
王
輕
を
大
極
殿

に
講
説
し
た
道
慈

を
先

づ
功
業
あ
る
第

一
人
者

ご
考

へ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
o

(
第
三
)

我
が
國
分
寺

の
佛
敢

は
、
支
那
大
陸
の
佛
敷
文
化

の
影
響
を
受
け
た
結
果

と
し

て
興
隆
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考

へ
て

見
れ
ば
、
在
唐
留
學
十
七
年
絵

に
わ
た
り
大
陸

の
佛
殺
文
化
を
親
ー
く
見
聞
し
、
大
陸
佛
敷
文
化
の
移
植
に
極

め
て
熱
心
で
あ
つ
だ
道



慈

が
國
分
寺
創
建
事
業
を
建
策
し
た
有
力
な
る
功
勢
者
で
あ
つ
た
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

(
第
四
)

日
本
書
紀
佛
敷
傳
來
の
記
載
そ
の
他
を
筆
録

し
た
道
慈

は
、
そ

こ
に
於

い
て
自
己
の
舶
載
し
た
最
勝
王
経
の
文
章
を
引
用

改
作
し
、
佛
敢
を
稽
し

て

「
於
二
諸
怯
中

一最
爲
二
殊
勝

一」
な
ど

と
言
ひ
、
佛
敷
は

「
微
妙
之
法
」

で
あ

る
と
強
調
し
、

最
勝
王
経
の
鎭

護
國
家
観

に
基
づ

い
て
佛
殺
こ
そ

「
王
法
正
論
」
「
治
國
之
要
」

で
あ
る
と
し
、
最
勝
王
経
の
信
奉
を
中
軸
と
す

る

「
護
國
佛
敷
」
の
樹

立
を
要
望
し
て
ゐ
る
が
、
「
金
光
明
四
天
王
護
國
之
寺
」
と
呼
ば
れ

る
國
分
寺
建
立
事
業

は
、

さ
う
し
た
道
慈
の
要
望

が
具
禮
化
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
つ
た
と
考

へ
ら
れ
る
。

(第
五
)

道
慈

は
西
明
寺
伽
藍
結
構
の
圖

に
從

つ
て
大
安
寺

の
造
螢
を
果
し
、
そ

の
技
工
優
れ

て
巧
妙

に
し
て
天
皇

の
御
満
足
を
得

た
が
、
國
分
寺

の
伽
藍
配
置
を
見

る
に
、
只
僅

か
に
相
模

國
分
寺
の
み
が
猫
り
法
隆
寺
式

で
あ
り
、
山
背
、
近
江
、
伊
賀
、
三
河
、
遠

江
、
甲
斐
、
伊
豆
、
常
陸
、
武
藏
、
上
野
、
下
野
、
佐
渡
、
播
磨
、
備
中
、
安
藝
、
諏
訪
、
讃
岐
、
伊
豫
、
筑
前
、
豊
後
、
等

の
國
分

寺

は
い
つ
れ
も
道
慈
企
劃

の

「
大
安
寺
式
」

で
あ
つ
て
、
「
大
安
寺
式
」
が
如
何

に
廣
く
探
用
せ
ら
れ
た
か
を
考

へ
て
見

れ
ば
、
國
分
寺

建
立
事
業

に
道
慈

の
具
禮
的
な
指
導

が
有
力

で
あ

つ
た
こ
と
を
理
解
す

る
こ
と
が
出
來

る
。

鼓

に
畢
げ
た
此
れ
ら
の
諸
事
誰
に
よ

つ
て
道
慈

が
國
分
寺
創
建
事
業

に
於
け

る
第

一
の
功
螢
者

で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。

然

る
に
不
思
議

に
も
從
來

の
影
し

い
國
分
寺
研
究
家
が
、
國
分
寺
創
建

の
建
策
者

に
つ
い
て
、
道
慈

の
事
を
深
く
考

へ
た
も
の
は
殆

ん
ど

な
か
つ
た
と
言
つ
て
も
よ
い
。
國
分
寺
研
究
吏
上

に
不
朽
の
足
跡
を
印
し
た
辻
博
士

の

「
國
分
寺
考
」

に
は
、
國
分
寺
建
立
の
功

勢
者

を
論
す

る
に
、
「
行
基

の
如

き
必
そ
の
計
豊

に
關
與
せ
し
な
ら
ん
。
こ
の
事
固
よ
b
史
上

に
明
文
な
し
と
錐
も
、
之
を
前
後

の
事
情

に
考

へ
、
之
を
そ

の
行
歴

に
あ
は
せ
見

て
、
必
そ

の
事

あ
も
し
を
思
は
す

ん
ば
あ
ら
す
」
と
述

べ
、
績
い
て
、
「
行
基
と
共

に
、
國
分
寺

創
設
の
事

に
塗
與
し
た
る
べ
し
と
思
は
る

、
は
玄
肪
な

り
、
…
…

國
分
寺

の
建
立

の
如
き
は
、
恐
ら
く
彼

の
創
意

に
出
で
し
に
非
る

井
上

道

慈

の

業

績

一
六
五
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か

、
:
・:
・

玄

肪

は

そ
の
第

一
人

者

に
藪

へ
ら

れ
ざ

る

べ
が

ら
す
」

と

し

て
、

行
基

と
玄
肪

を

塞
げ

て

ゐ

る
が
道
慈

の
名

は
爆

げ

て
ゐ

54

な
い
。

境
野
黄
洋
博
士
も

「
大

雲
寺
は
則
天
武
后

が
天
下
諸
州

に
造
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く

は
國
分
寺
は
之
を
模
し
た

も
の
で
あ
ら
う
。
若
し
然
ら
ば
、
其

の
登
案
者
は
、
當
時
支
那
か
ら
還

つ
て
來
た
玄
肪

で
は
な
か

つ
た
か
。
史
上

の
明
徴
は
な

い
が
、

國
分
寺
建
立
の
裏
面

の
功
勢
者
は
多
分
玄
肪
に
違
ひ
な

い
と

い
,渦
の
で
あ

る
」
と
し
、
そ

の
次

に
辻
博
士

の
玄
肪
説
を
支
持
す

べ
き
こ

55

と
を
附
記
し

て
あ
る
が
、
鼓

で
も
何
ら
道
慈

に
言
及
す
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
ま

た
多
く
の
資
料
と
高
説

ご
を
提
示
し

て
詳
細

を
極

め
た

最
近

の
大
著

「
國
分
寺

の
研
究
」

を
牧
録
せ
る
角
田
氏
の
論
稿

「
國
分
寺

の
設
置
」
に
於

い
て
は
、
則
天
武
后
の
大
雲
寺
造
立
を
述

べ

た
後

に
、
「
蓋
し
、
長
安

二
年

に
唐
を
訪

れ
た

粟
田
朝

臣
眞
人
等

の

畦
行
は
、

つ
ふ
さ
に
か

、
る

情
勢
を
目
撃
し
て
蹄
朝
し
た
こ
ど
で

あ
ら
う
、
:
・:
・當
代

に
於
け

る
彼
我
の
計
會
に
想
倒
す

る
な
ら
ば
、
各
州

に
大
雲
寺
を
設
置
し
た

こ
ご
は
少
か
ら
す
わ
が
國

に
刺
戟
を

56

與

め
た

で
あ
ら
う
」

と
述

べ
、
ま
セ

同
じ
論
稿

の
他

の
場
所
で
は
國
分
寺

の
創
設
功
績
者
を
論
す
る
に
當
り
、
辻
博
士

の
玄
肪
説

を
沈

目
す

る
に
値
あ
り
と
し

「
其

の
具
膿
的
實
施
に

當

っ
て
種

々
意
見
を

開
陳
し
陀

で
あ
ら
う
檜
綱
の
功
績
を
高
く

奉
讃
す

べ
き

で
あ
ら

57う
」

こ
い
ふ
漠
然
た
る
考
察
を
述

べ
、
遣
慈
は
直
接
そ

の
考
慮

の
範
園

に
入

つ
て
ゐ
な

い
○

此
れ
ら

の
諸
説
と
は
異
な
り
、
直
接
に
道
慈

を
以
て
國
分
寺
建
立
事
業
に
關
係
深
き
佛

家
で
あ
る
こ
と
を
考

へ
た
の
は
僅

か
に
木
宮

泰
彦

氏
で
あ
る
○
氏
は

「
龍
興
寺

の
制

を
我

が
國

に
傳

へ
た
も

の
は
、
何
人

で
あ
る
か
と

い
ふ
に
、
恐
ら
く
そ
の
頃
の
入
唐
學
問
僧

で

58

あ
ら
う
。
中

に
も
前
述
の
道
慈

の
如
き
は
、
最
も
有
力
な

一
人

で
あ

つ
た
と
思
は
れ
る
」

と
述

べ
た
。
し
か
し
木
宮

氏
の
説

ご
い
へ
ど

も
、
「
遣
慈
が
勅
に
よ
つ
て
大
極
殿

に
こ
の
経

(
金
光
明
最
勝
王
経
)
を
講
じ
た

の
は
、
彼
が
特

に
こ
の
経

に
精
通
し

て
居
た
か
ら
で
、
ま

59

た

こ
の
純
を
始

め
て
我
が
國

に
將
來
し
た
も

の
は
、
彼

で
あ
ら
う
ご
想
像
せ
ら
れ
る
」
と
述

べ
る
に
と
ど
ま

つ
て
、
道
慈
が
最
勝
王
維

の
將
來
者

で
あ
る
こ
と
、
彼
が
國
分
寺
建
立
事
業
に
於
け

る
第

一
の
功
勢
者

で
あ
る
こ
ご
、
を
主
張

し
得

る
に
足
る
論
謹
を
何
ら
果
す



ε
こ
ろ
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
o

か
く

の
如
く
見
來

れ
ば
、
我
が
國
分
寺
創
建

に
關

し
て
先
躍
と
な
つ
た
大
陸
の
例
を
求
め
る
に
、
或
人
は
大
雲
寺
な
り
と
言
ひ
、
或

人

は
龍
興
寺
な
り
と
述

べ
、
ま
セ
此
れ
ら
の
唐
國
佛
教
文
化
を
移
植
し
、
國
分
寺
建
立
を
建
策

し
た
功
勢
者
を
或
は
行
基
、
或
は
玄
肪

、

或
は
粟
田
兵
人
、
或
は
道
慈

ε
し
、
諸
説
ま
こ
と

に
匿

々
で
あ
る
。
而
も

一
人
に
し
て
二
つ
の
異
な
る
説
を
提
起
し
、
況
ん
や

「
史
上

に
明
文
な
し
」
「
史
上
の
明
徴

は
な

い
」

ざ
言
ひ
な
が
ら
、

漠
然

た
る
説
を
述

べ
る
に
至
つ
て
は
、
説

の
定
ま
ら
な

い
こ
と
甚
し
い
と

言

は
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
0

60

行
基
を
以
て
國
分
寺
建
立

の
功
勢
者

巴
す

る
の
は
、
既
に
早
く
愚
管
抄
が

「
行
基
菩
薩
諸
國

ノ
國
分
寺

ヲ

ッ
ク
ル
」

ε
述

べ
π
と

こ

ろ
で
あ
る
が
、
後
世
多
く
の
行
基
説

も
此

の
愚
管
抄
に
依
慷
し
た
も

の
で
あ
ら
う
。

し
か
し
既
に
述

べ
た
如
く
、
行
基

が
朝
廷
か
ら
迎

へ

ら
れ
て
官
偲

ε
し

て
の
活
躍
を
す
る
の
は
、
天
卒
十
五
年
十

月
辛
巳
東
大
・寺
大
佛
造
立
登
願
の
大
詔
を
宣
べ
給
う
た
後

の
こ
ε
で
あ

つ

て
、
績
紀
天
李
十
五
年
十
月
乙
酉
條
に
其
事
を
記
す
の
を
以
て
最
初
と
す

る
。
而
し
て
行
基
が
綱
位
に
昇
り
大
僑

正
に
任
せ
ら
れ
た
の

は
天
李
十
七
年
正
月
巳
卯

で
あ
つ
て
、
此

の
時
始

め
て
佛
敷
界
の
政
治
的
責
任
あ
る
地
位
に
立

つ
た
の
で
あ
る
。
天
李
十
五
年
以
前

の

61

行
基

の
活
動

は
民
間
に
於
け
る
活
動
で
あ
り
、
殊

に
そ
れ
は
官

の
側

か
ら
見
れ
ば

「
小
信
行
基
」
と
さ

へ
誹
諺
せ
ら
れ
紀
民
間
僧
と
し

62

て
の
活
躍
で
あ
つ
た
。
ま
た
所
謂
る
東
大
寺

の

「
四
聖
」

の
中

の

一
人

に
数

へ
ら
れ
る
如
く
、
行
基
は
東
大
寺
佛
敷
建
設

に
こ
そ
大
な

る
關

係
が
あ
る
け

れ
こ

も
、
國
分
寺
建
立
事
業
に
於
け
る
彼
の
功
勢
を
立
讃
す

る
資
料

は
當
時
の
文
獄
に
殆
ん
ご
見
出
す
こ
ε
が
出
來

す
、
行
基

と
國
分
寺
建
立
事
業
は
何
ら
關
係
が
な

い
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
基

の
四
十

九
院
建
立
と

い
ふ
如

き
瞥
爲
が

國
分
寺
建
立

の
功
績
を
彼

に
蹄
せ
し
め
る
有
力
な
縁
と
な
つ
た
ら
し
い
け
れ
こ
も
、
彼
の
四
十
九
院
建
立
は
彼

の
私
的
な
宗
敷
活
動

の

事
業

で
あ

つ
て
、
國
分
寺
建
立
事
業
と
は
ま
た
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
行
基
の
功
業
を
最
も
詳
細
に
記
す

こ
と
に
し
た

「
行
基
年
譜
」

睦升

上

堪迫

軸慈

の

噛粟

副
測
-

一
山ハ
・七



帝
國
學
士
院
紀
事

第
四
巻

第
二
號

一
六
八

に
さ

へ
、
行
基

ご
國
分
寺
と
の
關

係
を
示
す

記
載
の
全
然
無

い
こ
と
も

こ
こ
で
参
照
す

べ
き
で
あ
る
。
何
彼
な
し
に
行
基
と
國
分
寺
建

立
事
業
と
を
結
び

つ
け
る
の
は
、
奈
良
朝
佛
致
史
を
行
基

の
濁
占
舞
壷
と
解
す
る
從
來

の
見
解

に
没
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
行
基

の
國

分
寺
建
立
事
業

に
於
け
る
業
績
は
殆
ん
ざ
根
擦
な
き
も
の
で
あ
る
・

ま
把
俗
人
π
る
粟
田
眞
入
を
以
て
國
分
寺

の
先
躍
た
る
大
陸
佛
数
文
化
覗
察
蹄
朝
者

の
主
班
と
な
す
角
田
氏
の
説

に
至

つ
て
は
、
唐

國
佛
敷
文
化
は
入
唐
留
學

し
た
僑

徒
が
之
を
移
植
し
た
と
い
ふ
根
本
的
事
實

を
考

へ
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。

さ
う
し
て
粟
田
眞
人

は
國

分
寺
創
建

の
詔

の
出
た
天
卒
九
年
よ
り
も
蓬

か
に
十
八
年
前
、
帥
ち
養
老
三
年
二
月
甲
子
既

に
麗

じ
て
ゐ
る

こ
と
は
、
粟
田
眞
人

が
國

分
寺
建
立
事

業

に
關
係
な
き

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

次
し
玄
肪
は
、
そ
の
二
十
年

に
わ
た
る
在

唐
留
學
、
及

び
五
千
飴
巻

の
経
典
舶
載

の
功
業
か
ら
推
し
て
、
國
分
寺
建
立

の
建
策
者

な

り
と
考

へ
し
め
る
も

の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
o
し
か
し
績
紀
に
あ
る
玄
肪
の
傳
記
に
見
る

べ
き
彼
の
功
勢
は
亘
省

の
経
典
傳
來
と
内

道
場

の
設
置
の
み
で
あ
る
。
玄
肪
は
入
唐
中
に
大
雲
寺
を
見
聞
し
て
ゐ
る
か
ら
、
彼
が
蹄
朝
後
そ

の
實
情
を
報
告
し
て
我

が
國
の
國
分

寺
建
立
を
建
策
し
た
と

い
ふ
こ
と
は
考

へ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
玄
肪

の
蹄
朝
し
た
天
李
七
年
ま
で
に
は
、
既
に
養
老
二

年
金
光
明
最
勝
王
経
を
舶
載
録
朝
し
た
道
慈
が
、
國
分
寺
創
建
の
蓮
動
を
績
け
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
て
、
金
光
明
最
勝
王
経
を
我

が
國
に

舶
載
し
、
此

の
輕
典

の
流
布
讃
調

を
盛
な
ら
し
め
、
天
李
九
年
大
極
殿

に
於
け
る
最
勝
王
経
講
説

の
大
役
を
勤

め
て
、
最
勝
王
輕

の
信

奉
を
中
軸
と
す
る

「
護
國
佛
寂
」

の
樹
立
を
要
望
し
詑
道
慈

を
そ
の
第

一
人
者
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

天
李
十
三
年
二
月
十
四

日
金
光
明
四
天
王
護
國
之
寺
建
立
登
願
の

勅

に
於

て
、
聖
武
天
皇
は

天
下
諸
國

に
七
重
塔
を

敬
造
せ
し
め

て
、
金
光
明
最
勝
王
経
、
妙

法
蓮
華
経
各

一
部
を
寓
し
納
め
し

め
給
う
詑
の
で
あ
る
が
、
更

に
、

朕
叉
別
擬
爲
二
金
字
金
光
明
最
勝
王
経
一、
侮
レ塔
各
令
レ置
二
一
部
』
、
所
レ
翼
、
聖
法
之
盛
、
與
二
天
地
一而
永
流
。
擁
護
之
思
。
被
一一幽
明
一
而
恒
満
、



と

仰
せ
給
ひ
、
道
慈

が
養
老
二
年
始

め
て
我
が
國
に
舶
載
し
、
天
李
九
年
大
極
殿

に
講
説
し
た
金
光
明
最
勝
王
経
は
別
に

「
金
字
」

に

書
爲
せ
し

め
て
國
分
寺

の
塔

に
納

め
る

こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

道
慈
は
彼

の
入
唐
留
學
中
、
本
國

の
皇
太
子
、
即
ち
聖
武
天
皇

に
、

三
寳
持
二
聖
徳
}、

百
験
扶
二
仙
壽
一
、

壽
共
二
日
月
剛長
、

徳
與
二
天
地
一久
、

と

い
ふ
五
言

の
詩
を
奉

つ
た
の
が
、
懐
風
藻

に
牧

め
て
あ
る
o

か
く
の
如

く
聖
武
天
皇
と
道
慈

と
の
深
き
關
係
は
、
既

に
道
慈

の
入
唐

中
に
見

ら
れ
る
。
奈
良
時
代
の
佛
敏
文
化
と
い

へ
ば
、
別
け
て
も
聖
武
天
皇
御
登
願

の
國
分
寺
と
東
大
寺
と
が
中
心
に
な

る
の
で
あ

る

が
、
聖
武
天
皇
の
國
分
寺
創
建
事
業

に
遣
慈

が
第

一
の
功
勢
者
で
あ
る
こ
と
は
以
上
の
考
察
に
よ

つ
て
明

か
に
す

る
こ
と

が
出
來

た
こ

思

ふ
。

從
來

の
國
分
寺
研
究

に
、
國
分
寺
建
立
事
業

の
功
勢
者
を
考

へ
る
場
合
に
、
眞
正
面
か
ら
遣
慈

の
業
績

を
論
ず

る
入

が
皆
無
で
あ
つ

た
と

い
ふ
こ
と
は
、
第

一
に
金
光
明
最
勝
王
輕
の
舶
載
者

が
遣
慈
で
あ
る

こ
ε
を
明
か
に
し
て
置

か
な
か

つ
花

こ
ご
、
第

二
に
國
分
寺

創
建

の
年
代
を
確
定
し
て
ゐ
な
か
っ
た

こ
と
、
な
ご

に
起
因
す
る
と
思
は
れ
る
o

し
か
し
更
に
根
本
的
な
原
因

は
、
奈
良
朝
佛
激
史
研

究

に
於

い
て
道
慈

の
業
績
や
史
的
地
位
が
正
當
な
評
債
を
得

る
こ
と
な
く
輕
親
さ
れ
て
來
た
と

こ
ろ
に
求
む

べ
き
で
あ
ら
う
o
そ

こ
で

道
慈

の
業
績
や
史
的

地
位
を
新
し
く
見
な
ほ
す

べ
き
ご
考

へ
て
、
鼓
に
こ
の
考
察
を
纒

め
て
見
た
の
で
あ
る
。

結

語

道

慈

ご

日

本

佛

教

史

日
本
書
紀
の
中
で
佛
殺
傳
來
の
記
載
そ
の
他
を
筆
録
し
た
と
い
ひ
、
大
安
寺
を
造
螢
し
大
安
寺
大
般
若
経
會
を
創
設
し
た
と
い
ひ
、

井
上

瓢追

慈

の

業

皿績

一六
九



帝
國
學
士
院
紀
事

第
四
巻

第
二
號

一
七
〇

大
極
殿

に
最
勝
王
経
を
講
読
し
た
こ
い
ひ
、
奈
良
朝
佛
殺
文
化

の
中
心
を
な
す
國
分
寺

の
創
建
を
建
策
し
た
と
い
ひ
、
此
れ
ら
の
業
績

を
考

へ
來
れ
ば
、
道
慈

が
日
本
佛
殺
史
の
中

で
特
殊
の
地
位
を
占

め
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。

か
く
の
如
き
道
慈
は

如
何
な
る
風
姿

の
僧
徒

で
あ

つ
た
で
あ
ら
う
か
。

皐
徳
太
子
や
行
基

の
肯
像
は
今
日
数
多
く
現
存
し
て
ゐ
る
Q

63

「
道
慈

ガ
影
像

ハ
」
大
安
寺
金
堂

ノ
東
登
廊

ノ
第

二
門

二
、
諸
羅
漢

ヲ
書
加

ヘ
ラ
有
り
」
と
、
今
昔
物
語
は
述

べ
て
ゐ
る
が
、
大
安
寺

は

現
今
亡
び
て
遺
蹟

が
存
す

る
の
み

で
あ
る
。
泥
だ
室
町
時
代

の
作
と
思
は
れ
る

「
道
慈
律
師
書
像
」

が
遺
物
と
し

て
熊
凝
精
含
に
傳
は

つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
絹
本
彩
色
、
竪
三
尺

一
.寸
、
幅

一
尺
六
寸

三
分
、
香
狭
間
あ
る
床

の
上

に
如
意
を
執

っ
て
坐
す

る
像
で
あ
り
、
顔

64

面
に
は
黄

土
の
彩
を
用
ひ
て
あ
る
。
其

で
聯

か
風
姿

を
し
の
び
得

る
の
み
で
あ
る
。

註126543

六

ε

へ
ば
川
崎
庸
之
民

「
上
代
宗
激
運
動

の

一
形
態
-
行
基

の
場

合
i
」

(
日
本

幽ホ
教
山
鑑
研
究
陥川
攻
)
、
「
日
本
塞
一異
記
の

一
考
嵐
弼
」
(
歴
由
告
學
研
究
、
昭
和
十

三
伝+
一

月
)
、
「
天
台
宗

教
團
成
立

に
關
す

ろ
二
三

の
考
察
」

(
歴
史

教
育
、

昭
和
七
年
四

月
)
、
細
川
公
正
氏

「
行
基

の
佛
激

ε
鮭
會
事
業
」
(歴
史
、
昭

和
十

六
年

八
月
)

「
行
基

ミ
日
本
佛
敏
」
(中
村
孝
也
博

士
編
「
生
活

ミ
社
會
」
所

取
)
等

は
自
眉
の
研

究

で
あ
る
。

た

ε

へ
ば
川
崎
庸

之
氏

「
顯
戒
論

に

つ
い
て
」
(歴
史
學

研
究

昭
和
九
年
十
月
)

細
川
公
正
氏

「
鑑
眞

の

一
考
察
」
(歴
史
地

理
、
第

七
十
六
巻
第
四
號
)
等

の
優

れ

れ
研
究

が
あ

る
。

績
紀
、
交
武

天
皇
四
年

三
月
己
未
條
。

同
右
、
天
李
十

八
年
六
月
己
亥
條
o

同
右
、
天
亭
勝
寳

元
年

二
月

丁
酉
條
。

同
右
、

天
李
十

五
年
十
月

乙
酉
條
o

14131211109S7171615

同
右
、
天
亭
寳
宇
七
年
五
月
戊
申
條
。

ら

同
右
、
天
李
十
六
年
十
月
辛
卯
條
。

書
紀
。

挟
桑
略

記
。

績
紀
、
及

び
東
征
傳
o

績
紀
、
慶
雲
元
年

七
月
甲
申
朔
條
o

一
行

の
中

の
…辮
正

が
長
安

に
來
た
こ
ミ
に
懐
風
藻
所
牧

の
彼

の
詩
句

に

見
え

る
。

大
安
寺
縁
起
o

扶
桑
略

記
、

天
卒
元
年
條
o

元
亨

繹
書
、
巻
第
三

、
大
安
寺
道

慈
傳
。

慈
恩
傳
、

大
正
新

修
大
藏
経
、
第

五
十

巻
二
七

五
頁
o

望
月
博

士
、

佛
教
大
僻
典
、
「
西
明
寺
」

の
項
参

照
o

梁
高
信
傳
巻
第
九
、
大

正
新
修

大
藏
脛
、
第
五
十
巻
五
六
九
頁
。

開

元
繹
敏
録
巻
第
九
、
大
正
新

大
藏
経
、
第

五
十
五
巷
五
六
七
頁
。
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結
城
令
聞
氏
、
長
安
佛
敏
史
蹟
巡
訪
記

〔
東
方
學

報
、

東
京
第

六
珊

別
篇
b
昭
和

十

一
年
〕
参
照
。

懐
風
藻
。

日
本
嬢
一異
記
、

上

の
六
ρ

扶
.桑

略
記
は
行
善

の
蹄

朝
た
養

老

二
年
九
月
に
か
け
て

ゐ
る
が
、
建
異

記
に
「
從
二

日
本
國
使

㌔
以

二
養
老

二
季

一
蹄

二
向

本
朝

㌦
」

ε
あ
る
に
擦

つ
て
、
多

治
比
縣

守

の
蹄
朝

ミ
同
時

の
こ
ε
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
o

績
紀
。

飛
鳥

奈
頁
時
代
に
於
け
る
数
多

く

の
入
唐

留
學
信

の
中

で
、
在
・唐
期
間

の
最

も
長

い
も

の
に
這
光

〔
天
武
天
皇
七
年
蹄
朝
〕

の
二
十

五
年
で
あ
り
、
そ
れ

に
次

い
で

並
日
照

〔
天
李
勝
蜜
六
年
蹄
朝
〕

の
二
十

三
年
、
玄
萌

〔
天
卒
七
年
蹄
朝
〕

の
十

七

年
、
道

照

〔
天
智
天
皇

四
年
蹄

朝
〕

の
十

三
年
が
注
目

ぜ
ら
れ
る
o

巻
第
十

一
、
.道

慈
亘
唐
傳
三
論
蹄
來
紳
叡
在
朝
試
語
第

五
〇

二
六
i
三

一
頁
O

造

像
銘
記
b

二
三
七
ー

二
三
八
頁
o

春
第

二
。

大

日
本

佛
敏
全
書
、

第

一
〇

一
冊

一

}
○

頁
o

大

正
新
修

大
藏

脛
、
第

五
十

五
春
五
七

二
頁
o

　

弘
法
大
師

全
集
第

三
輯

三
百
二
十
瞳
頁
o

川
崎
庸

之
氏
、

佛
教

の
展
開

〔
前
期
〕
新
講

大
日
本

史
講
座

、

二
〇

一
頁
o

大

B
本
古
文
書
、

二
の
六
二
七
頁
。

大
日
本
佛
敏
全
書
本
、

一
八
頁
o

大
日
本
佛
敏
全
書
本
、

三
四
頁
。

大
日
本
古

文
書
、

九
の
三
九
二
頁
o

常

盤
大
定
博

士
、

支
那
に
於
け

る
佛
教

定
儒
教
道
教
、

二

一
-

ニ
ニ
頁
o

奮

唐
書
巻
六
、

本
紀
第
六
則
天
皇
后
o
及

び
佛
魍
統

記
巻
第
三
十

九
〇

井
上

道

慈

の

業

績

383?43424140395150494847464544585?5655545352

績
紀
、
嬢
魑

二
年
五
月
庚

寅
條
。

幅
山
敏
男
博

士
に
よ
れ
ば
、
績

紀

の
鑑
眞
傳

も

「
東

征
傳

叉
は
そ
れ
ミ
共
通

の
史

料
に
ょ

つ
て
書
か
れ
れ
」
定
言
に
れ
る

〔
唐
招
提
寺

の
建
立
、

歴
史
地
理
、
第

六

十

巻
第
四
號
〕
。

上
代
佛
教
思
想
史

観
究
、

一
八
六
i

一
八
九

頁
o

現
代
史
學
、

一
三
八
ー

一
三
九
頁
。

史
學
雑
誌
、
第
十

七
編
第

二
號
o

大
安
寺

の
亭
城
京

遽
徒
に
就

い
て

〔
王
朝
時
代
皇
室
史
の
研
究
〕
o

大
安
寺

及
び
元
興
寺

の
不
城
京

へ
の
移
建

の
年
代

〔史
蹟
名
勝

天
然

記
念
物

第
十

一
集
第
三
號
〕
。

大
正
新

修
大
藏

経
、
第

五
巻
、
五
八
四
頁
o

太
日
本
古

文
書
『

二
の
六
四

六
-

六
四

七
頁
。

巻
第

三
、

滅
業

生
晶
、
大

正
新
修

大
藏
経
、
第
十
六
巻
四

一
七
頁
。

雫
噌　勝
間
、

一
の
巻
o

巻
十

二
、

於
二
大
極
殿

一
被
レ
行
二
御
齋
會

一
語
第

四
。

三
代
實
録
、
貞
観

元
年
正
月
入

日
乙
丑
條
○

同
右
、
貞
観
十

七
年

二
月
九
日
癸
亥
條
o

績

日
本
後
紀
、
承
和
元
年
正
月
己
未
、
同
四
年
正
月
壬
申
、
同
九
年
、
正
月
癸
卯

條
。
國

分
寺
創
建

に

つ
い
て
、
建
築

史
、

第

一
巻
第
四
號
o

天
卒
寳

字
四

年
六
月
乙
丑
條
。

日
本
佛
教
史
「の
研
究
、

一
四
ー

一
六
頁
。

日
本
佛
教
史
講
話
、

二
四

二
i

二
四
三
頁
o

國
分
寺
の

研
究
、
上
巻
、

ご
二
頁
o

同
右
、
七
六
i
七

七
頁
。

日
支
交
通
史
、

二
七

八
頁
。

一
七

一
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一
七
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同
右
、

二
八
○
頁
o

巻
三
、
新

訂
増
補
國
史
大
系
本
、

七
四
頁
。

績
紀
、
養

老
元
年
四
月
壬
辰
條
。

三
國

佛
法
傳
通
縁
起
巻
中
、

大

日
本
佛
教
全
書
第

一
〇

一
冊

一
一
七
頁
o

巻
第
十

一
、
道
慈

亘
唐
傳
三
論
蹄
來
帥
叡
在
朝
試
語
第
五
〇

道
慈

が
入
唐
後
そ

こ
に
止
住

し
、
そ

の
伽
藍
結
構
の
圖
た
携

へ
て
蹄
朝
し
た
西
明

寺

に
張
彦

遠

の

「
歴

代
名
豊

記
」

に

「
東
廊

の
東
面
第

一
間

に
傳
法
者
の
圖
讃
あ

G4

リ
、
楮

途
艮

の
書
な
リ
o
」
ε
述

べ
て
ゐ
る

〔小

野
勝
年
繹

、
岩
波
交
庫
本
、
九
八

頁
〕
o
道
慈

の
影
像

が
大
安
寺

金
堂

の
東
登
廊

の
第

二
門

に
書

か
れ
れ

の
も
、
西
明

寺

の
場

合

の
如
く

傳
法
者

ε
し

て

圖
讃

せ
ら
れ

て
ゐ

六

の
で
に

あ
る
ま

い
か
○

大
安
寺

の
規
模

が
西
明
寺

の
伽
藍
結
構

に
從

つ
て

造
瞥
し
た

ピ

い
は
れ

て
ゐ
る

か
ら
、
か
く

の
如
き
細
部
ま
で
模
倣

し
れ
こ

霊
が
推
測
せ
ら
れ

る
o

石
田
蓬
作
博
士
、
飛

鳥
寺
院
坑

の
研
究
、

二
八
八

頁
参

照
Q
叛

ほ
同

書
圖

版
第

一

五
慈
左
に
、
道

慈

の
此

の
甕
像
勉
牧
め

て
あ
る
o


